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1　研究目的

本研究の目的は、民族運動・民族紛争において言語が如何なる条件の下で如
何なる政治的機能を有するかを多くの個別事例の比較分析にもとづいて明らか

にすることである。

民族やエスニック集団など自らの国家をもたない集団が、国家の樹立、自治

の獲得など政治的権力を獲得することを目標とする思想と運動、およびこの目

標が達成された後の国民統合、国家統合を目標とする思想、政策、運動をナシ
ョナリズムと総称するならば、ナショナリズムにおいて言語が重要な役割を果

たすことは多くの研究者の指摘するとおりである。言語がエスニック集団、民

族、あるいは国民の象徴としての統合機能をもち、また国家あるいは一定の自
治の獲得後においても言語が国家統合の一翼を担うことは周知の事実であると

言ってよい。しかしながら、このように言語が重要な役割を担うことは一般論
として論じられても、何ゆえに言語がこのような機能を果たしうるのか、ナシ

ョナリズムのあらゆる段階において同一の機能を果たすのか、等々多くの重要

な問題に答えていない。

本研究はこのような現状に鑑み、多くの事例の検討にもとづき、ナショナリ

ズムにおいて言語の果たす役割に関して、従来の理解を超えて、言語が一定の

役割を担いうる条件を考察し、如何なる条件の下に如何なる役割を果たすのか
という問いに答えることを意図したものである。ひいては、ナショナリズムの

理解、とりわけナショナリズムにおける言語など文化的要因の理解に資するこ

とを目的とするものである。
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2　研究経過

本研究は、ナショナリズムにおいて言語の果たす役割に関して、言語が一定

の役割を担いうる条件を考察し、如何なる条件の下に如何なる役割を果たすの
かという問いに答えることを意図したものである。研究は、とりわけふたっの

作業を中心に、これを並行して行う形を取った。ひとつは、上述のように多く

の民族運動と紛争に関する事例を検討して、音譜下如何なる条件の下に如何な
る機能を有するかに関して、言わば演締約に一般化を導くことである。他のひ

とつは、民族連動・民族紛争あるいはナショナリズムにおける言語の役割に関
する書誌目録を作成することである。

第-の作業に関しては、所期の計画に従い、西欧諸国、ロシア東欧諸国、逮
上国のそれぞれについて個別分析を行った後、一般化の作業を行った。当初の
計画では、所謂民族紛争における言語の機能も射程に入れて分析する予定であ

ったが、時間的制約もあり、民族運動、ナショナリズムの事例研究と理論的研

究に焦点を絞らざるをえなかった。さらに、ナショナリズムにおいて言簿は多

様な械能を果たすが、本研究においては、これらをアイデンティティと利害と
いうふたっの機能に要約し、一般化を試みたo　しかも、言語が民族運動・民族

紛争の前提として民族意識、民族-の帰属意識の醸成、形成に寄与すること、

民族運動・民族紛争の展開過程においても民族集団構成員の支持、動員に寄与
すること、換言すればアイデンティティに関する機能は、多くの論者の指摘す

ることであるので、言語が何ゆえにこのような機能を果たすかの解明に重点を

置いた。他方で、利害という機能に関しては、近代産業社会が民族や国民に共
通の言語を要請することを手がかりに、言語がナショナリズムにとって、そし

てその担い手である民族と国民にとって、避けて通ることのできない問題であ

ることを明かにした。この研究で得られた結論を、示せば次のようになろう。
ナショナリズムが国家と民族の一致を希求する限り、言語とナショナリズム

の関係は必然的である。言語は、ある民族を他の民族と区別する特性となりう
るという機能においてのみ民族と関わりをもち、それ故に、ナショナリズムに

とってのひとつの利用可能な資源にすぎない。しかし、近代産業社会が共通の

標準化された書き青葉を必要とすることが、可能性を必然性に転化する。ナシ

ョナリズムは、言語という可能性を基盤として民族という内実を国家という器
に注ぎ込み、産業社会の要請する言語の必然性を担保したのである。器が先で

あれ、中味が先であれ、少なくとも、そうあるべく努めたのである。ナショナ

リズムは、遠い過去から連綿と絶えることのない出自に正当性を付与するとい
う意味での集韓のアイデンティティと、集団の近代社会における地位を保証し、

生存と安全を保障するという意味での集団の利害とを、民族あるいは国民のう

ちに統合しうるのである。そして、言語こそが、この統合の鍵なのである。
現在、上記成果を部分的に公表した段階である。

第二の文献目録に関しては、ナショナリズムと言語の関係を論じた近年の研
究文献を中心に2 0 0 0件索の文献を確落し、本報告書に文献日録として収録

した。これは現在マイクロソフトWORDのファイルとして保存されているが、

必要に応じ、 ACCESSなどデータベースソフトに容易に読み込むことができる
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ものであり、本研究の今後の展開に不可欠の資料である。また、要求に応じ現

在の形式のままで、あるいはテクストファイルの形式で他の研究者に提供する。
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3　研究成果概要

ナショナリズムにおける言語の機能

i-v- f習冊4
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ナショナリズムにおける書斎の機能

1　課題設定と定義

1. 1　課唐設定

ナショナリズム(nationalism)をどのように定義するにせよ、ナショナリ

ズムと呼ばれる思想と運動の過去の事例において、言語が重要な役割を果たし

たことは疑いを容れない。東欧とロシアにおいて然り、アイルランドにおいて

然り、カタロニア(Catalonia)において然りである。また、今日の多くのエ
スニック集団(ethnic group)の運動においても然りである。人口に胎衆した
多くの表現もまたこれを裏付けるかのごとくである。日く、

○言語は民族そのものである(ベルギーのフランドル)、

○ブルトン語(Breton)なくしてブルターニュなし(Brittany)、
○大地にひれ伏し奴隷に定しめられても、民族が言語さえ失わずにいれば、そ

れは奴隷の鎖から自らを解き放つ鍵を握っていることになる(南仏オクシタン
(Occitan)の詩人ミストラル(Frederic Mistral))

(いずれも、ブルトン1988:84に引用)

○ベンガル文字の一文字は、ベンガル人一人の斜こ等しい
(Musa 1996: 76に引用)0

また、次のふたっはアイルランド語(Irish)復興を願った人々の言葉である。

○固有の言語をもたぬ民族(nation)は、半人前の民族でしかない。母語(native

tongue)」を失うことは征服されることの最悪の印である。

○言語なき政治的自由と、政治的自由なき言語との選択を迫られたなら、私は、
後者を選ぶであろう

(いずれも、 Edwards 1984: 2に引用)

このように、多くの事例において言語はナショナリズムにとって本質的とも

言える意義を有しているかの如くである。フイツシマン(JoshuaA. Fishman)
の言葉を借りれば、言語と民族の関係ほど「自然な(natural) 」ものはないよ

うに見える(Fishman 1989b: 66)<　しかも、言語が民族にとって、それ故にナ
ショナリズムにとって不可欠の要素であるとするこの理念は、過去の世紀の残

浮ではない。最近のある調査によれば、この理念は現代西欧諸国においても牢

固として生き続けている(Blommaert and Verschuren 1995: 159)0

しかし、如何に狭義に理解するにせよ、ナショナリズムに関して常に成立す
る命題は皆無であると言って過言ではない(この命題のみがナショナリズムに

関して常に妥当する唯一の命題であるやもしれない)。例外を挙げることはほ

とんどの場合至極容易である。民族と言語に関するわれわれの観点からすれば、

ナショナリズムにおける言語の機能に関する上記の命題も同様である。言語、
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正確に言えば固有のがまったくといっていいほど意味をもたないフィリピン南

部のモロ(Moro)民族解放運動(山影1988: 204-206)の如き事例は確かに稀
であるとしても、今日のスコットランド(Scotland) (Levi & Hechter 1985:

130)やバスク(the Basque country) (Linz 1985: 226, 231)におけるナショ
ナリズムのように、言語がさしたる重要性をもたない事例註)を挙げることは容

易である。また、上掲のアイルランド語に関する言葉が如何に感動的であろう

とも、後に見るようにアイルランドのその後の歴史は、これらの言説が虚妄に

過ぎなかったことを残酷なまでに示している。独立によって政治的自由を獲得
したアイルランド人が今日日にするのは、皮肉にも、

``Oh, the shame of lrish dying in a丘ee lreland… ''

(Hindley 1990献辞に引用)

という墓碑銘である。

註:スコットランドにおいてもバスクにおいても言語を重視する発想がないわけではな
いo例えば、スコットランドにおいては、マクリュアら(J.DerrickMcClureetal

1980)のように、所謂スコットランド英語(Scotti血English)を英語の方言で
はなく、スコット語(Scots)なる独自の言語であるとする主張もある。バスクに

おいては、言語の意義はさらに大きい(Linz 1985: 228-229).

本稿は、言語と民族の密接な関わりを否定するものではないし、ナショナリ

ズムにおける言語の役割を否定するものでもない。しかし、上に掲げた引用が

示唆するように、言語の消滅(language death)が民族の消滅を意味するとい
った形で言語が民族と常に必然的な関係にあるわけではないこともまた明白で

ある。理念や規範においてはべつとして、少なくとも、事実においてはそうで
ある。それゆえ、本稿は、多くの哲学者、思想家、ナショナリスト、そしてポ

ルシェヴィキもが信じまた期待してきた言語と民族、言語とナショナリズムの

関係を一旦解体し、異例や例外をも許容しうる関係として再度定式化すること
を意図するものである。具体的には、ナショナリズムにおける言語の機能に関

して、上述の異例や例外を併せて許容しつつ、次のふたっの間に答えることが
本稿の意図である。

ひとつは、ナショナリズムの思想と運動において言語が大きな役割を担うの
は何故であるかという間である。因みに、この問題提起は、筆者の独創ではな

いo　フイツシマン(Joshua A. Fishman 1989c: 102、 270)は夙にこの問題を

握起している。彼の関心は、言語の役割に関するナショナリズム運動の諸理念
を検討することによって、この間に答えることにある。例えば、ナショナリス

トがなにゆえに民族言語(vernacular)を重視するかを解明することにある

(Fishman 1989c: 275)。他方われわれの関心は、後述のようにナショナリズ

ムの論理そのもののうちに言語を重視しうる契機が存在することを明らかにす
ることにある。従って、フイツシマンにとっては、民族の過去と歴史に民族の

偉大さと偉大さの実体が存在し、民族固有の言語が民族の現在を民族の歴史と

過去に結び付けるからこそ、言語が重視されるという(Fishman 1989c: 275、
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276)解答が可能であろう。われわれの関心は、むしろ「民族固有の言語が、
民族の現在を、民族の歴史と過去に結び付ける」契機をナショナリズムの理念
のうちに見出すことにある。

後のナショナリズムに多大な影響を与えたとされるドイツ哲学の一派は、
「言語が民族を民族たらしめる基準である」という命題によってこれを説明し

ようとした(Kedourie 1985: 67-68)<　言語がさしたる重要性をもたない上掲の
事例の存在は、この命題が超歴史的な一般的な命題として成立することを疑わ

しめる。事実、この命題は時代を限定したとしても一般的には成立しない。上
掲モロ民族の如き事例が存在することに加え、同一の言語を共有する異なる民

族が存在するからである。他方、ナショナリズムにおける言語の意義は、経験

的歴史的アプローチを採るならば、このドイツ哲学の影響(例えば、オーキー
1987: 102)や先例の模倣、あるいはより一般的には波及によって、現象それ

自体は説明できるかもしれない。しかしながら、このような歴史的経験的接近

法は、そもそも言語がナショナリズムにおいて何がしかの機能を担いうるのは
何故であるのかという問に答えることができない。本稿は、ナショナリズムの

本来的性格が、異例と例外も含め、言語の機能を説明しうるものであることを

明らかにすることを目的とする。別の言い方をすれば、ナショナリズムと言語

が本来的に関連・結合しうる契機を明らかにすることが本稿の目的のひとつで
ある。

他のひとつは、言語はナショナリズムにおいてどのような役割を果たすのか
というより具体的な問である。ナショナリズムは、地域により、主体により、

歴史的条件により、そしてまた他の条件により多様な形態を有する。言語の意

義と機能もそれに応じて異なる。また、フロフ(Miroslav Hr∝h)が示したよ

うに、個別のナショナリズム運動の発展段階によっても言語の意義と役割は変
化する(Hroch 1985: 22-23, 1992: 199),この点に鑑み、可能な限りの事例を

検討して、ナショナリズムにおける言語の機能のできる限り多くの側面を帰納

的に明らかにすることも必要であろう。しかしながら、本稿においては、多様

な事例を考慮しつつも、ナショナリズムの理念と運動に共通する言語の機能を
明かにすることを目的とする。具体的には、本稿においては主としてふたっの

機能に焦点を当てる。アイデンティティと利害に関わる機能がそれである。本
稿では、明確な仮説を設定してそれを論証するという方法は採らないが、対象

をこのふたっの機能に限定するのは、相当に抽象的なレベルにおいて、ナショ

ナリズムにおける言語の主要な機能は、集団とその構成員のアイデンティティ
と利害に関わるという仮説が成立しうると考えるからである。そして、この仮

説を採用することによって、何故に多くのナショナリズム運動において言語が

重要な要因となりうるかに関して、上述の一番目の問題設定に対する本来的な
解答に加えて、歴史的状況的に規定された解答を与えうると考えるからである。

本稿においては、ナショナリズムの誕生における言語の役割については特に

触れない。後述のゲルナ- (Ernest Gellner)の議論のように、ナショナリズ

ムの起源そのものと言語を結び付ける考え方もある。また、言語の問題がナシ
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ヨナリズムの発生の一因と見なす考え方もある(Inglehart andWoodward 1967,
Rogowski 1985: 103)。これらについては、国家との関わりで後に触れるにと
どめる。

1・ 2　ナショナリズム:暫定的定義

本稿におけるナショナリズムの定義は基本的にはゲルナ- (Ernest Gellner

1983: 1)のそれを踏襲する。本稿においては、ナショナリズムとは第一義的に
政治的運動とその原理であると理解する。政治目的の希薄な文化運動であるか

否かはここでは問わない。そして、ナショナリズムとは、政治的な共同体と文

化的な共同体の一致を目的とする政治運動であると理解する。政治的な共同体

も文化的な共同体もともにネーション(nation)と呼ばれることもあるが、ネ

ーション概念それ自体の定義には差当り触れない。また、一致すべき単位は、

「政治的民族と文化的民族」 (コバン1976: 115-117)、 「国家(state)と文化
(culture/nation)」 (Gellner 1983: 140, 142-143) 、 「政治的な単位と文化的な
単位」 、 (Gellner 1993: 20-21) , 「国家(state)と民族(nation)」 (Kedourie 1985:

9)など論者により様々に呼ばれる。集団よりも機能に着目して、 「自治
(autonomy) 、統一(unity) 、アイデンティティ(identity) 」の獲得(Hutchinson
andSmi血1994: 4-5)と表現することもできよう。

この定義からして、国家と民族の存在しないところには、より厳密には国家

の理念と民族の理念が存在しないところには、ナショナリズムは存在しえない。
ゲルナ-の指摘どおりである。国家も民族も、超歴史的な普遍的存在ではなく、

歴史的存在である。そして、それ故に、ナショナリズムも歴史のある段階に出
現する歴史的存在なのである(Gellner 1983: 6)t

念のために一言付言すれば、このふたっの単位の一致の過程は必ずしも単一
の経路を辿るとは限らない。ケドウリエ(Elie Kedourie 1985: 9)の主張と異

なり、民族が自決の単位となる政治形態、即ち国家を求める場合だけが、ナシ
ョナリズムではない、と理解しておく。逆方向のナショナリズムも存在する(コ

バン1976: 116-117)からである。 「国家なくして民族なし」と「民族なくして

国家なし」 (コバン1976: 117)は運動の方向としてはともに真である。加えて、
個々のナショナリズム運動の発展過程を辿るならば、 「民族の覚醒」なる言葉が

示すように、一致すべきふたっの単位が既に形成されているとは限らない場合

も少なくないことも明らかである。これについては言語という問題を通じて後
に取り上げる。

1. 3　ナショナリズムの客体:民族

現実の政治運動としてのナショナリズムの担い手あるいは主体は、エスニッ
ク集団、民族、国民、ときに国家である(国民、国家を含めることについては

後に議論する)。勿論、このような名称で呼ばれる、あるいは自身を呼ぶ、集
皆のすべての構成員が積極的であれ消極であれナショナリズム運動に参画する

わけでないことは言を侯たない。一握りのエリートの主導する場合もあれば、

真に大衆的と言いうる場合もある。また、運動の展開過程によっても構成員の
参加の度合いは異なる。しかも、このような集団は、その規模、性格、動員し
うる資源等様々な点で多様である。
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いずれにせよ、ナショナリズムを上述のように定義するならば、ナショナリ

ズムが目標とする問題のふたっの項を定義しておく必要がある。国家ないしは

政治的単位に関しては割愛することにして、ここでは結合さるべき第二の項、
文化的単位を仮に「民族」と呼ぶことにして、これに関して検討を加える。 「民

族」をまず論ずるのは、言語という観点からするとき、後に検討するように国
家も民族も、少なくとも近代においては言語と必然的な関連を有するとの議論

もあるにせよ、 「民族」と言語の関係のほうがより本来的であると考えられる
からである。

「民族」に関しても用語とその定義の問題はナショナリズム同様に深刻であ

るが、類似の多くの用語、エスニシティ(ethnicity)、エスニック集団(ethnic
group)、民族体(nationality)などもすべて差当り「民族」と称することにし
ておく註)。

註:すべてを「民族」という概念のうちに包摂するという、このような包括的な用語法が、

利点の一方で難点を持つことは言うまでもない。例えば、奇妙な言い方だが、宗
教を異にする同一民族(?)は異なる民族と看倣すべきであろうかOボスニアの

ムスリム人は今日余りにも有名になったが、他にもグルジアのアジャール人

(Adjars) (Bennigsen andWimbush 1985: 207)、ブルガリアのポマック人

(Pomak) (Gergeoffl981: 5卜52)など「民族」と呼称され認められる例があ
る。これとは別に、氏族(clan)や部族(tribe)などをどう扱うか、あるいはイ

スラエルにおける所謂オリエンタル・ジュー(OrientalJews) (Rubenberg
1986)をどう扱うか、などすべて「民族」なる概念で包括することに由来する難

点を革んでいることは言うまでもない。しかし、本稿ではこの点にはこれ以上立
ち入らない。

「民族」なる概念を上述のように極めて包括的な意味で使用することが許さ

れるとしても、さらに深刻な用語の困難が残る。 「国民」概念との異同がそれ

である。ここではこのふたっは別個の概念として使用する。ここで、 「国民」

とは原理的には主権国家の市民である。即ち、共通の法のもとに生活し共通の
立法府によって代表される(ことを支持する)人々の集合である(Ked。urie 1985‥

15)(有名なルナン(Ernst Renan)の「ナシオンとは日々の国民投票である(daily
plebiscite)」という言葉(Renan 1990: 19)はこれを端的に表現するもので
hそ,)

「民族」と「国民」を区別することは、無論「民族」と「国民」が現実にお

いても理念においても一致する可能性を排除するものではない。実際、ルナン

自身も、ネーション(nation)をこのふたっの概念を具有するものと見なして

いる(Renan 1990: 19-20)。このふたっの概念の混同が「民族」の理解を阻ん

できた原因のひとつであるとして(Connor 1978: 38ト384)、この両者を常に
峻別することは、ナショナリズムの理解に関する限り、必ずしも有益であると

は限らない。蓋し、 「国民」が、単なる法的概念を越えて、主権国家に対する

帰属意識あるいは忠誠心を有する集団あるいは一種の運命共同体に転化する場

合もありうるからである。例えば、多くの途上国に見られるような国民形成・
国民統合を志向するナショナリズムがそれであろう。勿論、このような事例を
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ナショナリズムの範噂から除外するのであれば、問題は別である。決定的に重
要なことは、そもそもわれわれの理解する意味でのナショナリズムの理想とす
るところは、この両者の一致にはかならないということであろう。

1・ 4　民族の有限性:賛界の必然性

ナショナリズムの客体としてわれわれの措定したふたっの要素、国家と民族
をどのように定義するせよ、両者はともに人類をより小さな単位に分割するも

のであるo別の表現を用いれば、両者ともに何らかの(比糠的な意味も含めた)
境界線によって他の同質の存在と区別する必要がある。国家も民族も有限であ

ることによってのみ成立し、有限性は境界を必要するのである。このことから、
次のふたっの命題が導かれる。

第-に、国家も民族も、世界と人類を、構成員と非構成員に、自己と他者に、

われわれと彼らに(us andthem) 、内集団と外集団に(in-group and out-group)
に、分かたなければならない。これは往々にして二分法に帰着し、ガルトウン
グ(Johan Galtung)の言う身内志向的(in-group oriented)平和観、内集団

の平和のみを重視する平和観(Galtung 1981)を導きかねない。本稿の範囲を
逸脱する問題であるし、また詳細な検討を要する問題でもあるが、ナショナリ

ズムがしばしば惨禍と悲惨をもたらした原因のひとつはここにあろう0

ナショナリストにとっての根本的な問題は、このようにしてそれぞれに分か

たれた国家と民族が一致しないということである。境界が樹立されていない場
合も含めて、国家の境界と民族の境界が一致しないことことがナショナリズム

の最大の渡泉であると言って過言ではあるまい。そして、繰り返しになるが、
この両者を一致させることこそがナショナリズムの目標なのである。

第二に、国家であれ民族であれ、境界を確定するためには、何らかの基準が

必要である。国家の場合、例えば領土と国籍による。問題は民族の場合である。

初期ナショナリズムの教義は、 「人類は自然的に民族に分かたれる、民族は識
別可能な特定の特質によって認識される」と主張したとされる(Kedourie 1985:

9)が、 「識別可能な特定の特質」によって民族を区分することは、後に詳述す
るように実は決して容易ではない。

例として一点だけ指摘しておけば、帰属啓の間農がある。かつてハンガリー

の支配下にあったスログァキア(Slovakia)において、 「統計上のハンガリー

人」と呼ばれるスログァキア人が出現し(長輿1989:115)、 1 9 1 8年のチェ

コスロヴァキア(Czechoslovakia)独立後には、 「再スログァキア化」 (長輿
1989: 121)という逆の現象が生じた。また、インドのビバール(Bihar)州北

部にすむマイテイル人(Maithili)の人口は、 1 9 5 1年と6 1年のふたっの
国勢調査で約9万人から、約5 0 0万人に変化している(Chaklader 1990:

130-131)。これもまた帰属啓の極端な例である。ここに見られる民族帰属の可

塑性については後に改めて取り上げるが、民族の区分が「特定の特質」に拠ろう
と拠るまいと決して自明でも容易でもないことだけは、この事例からも明らか
であろう。
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困難を伴うにせよ伴わないにせよ、任意のナショナリズム運動は定義からし

てみずからの「民族」性を証明しなければならない。何らかの客観的基準によ

って自民族を他民族と区別できなくてはならない。このことは、 「識別可能な
特定の特質」を明示しなければならないことを意味する。極端な言い方をすれ
ば、自民族と他民族を分かつ客観的特質を発見あるいは発明しなければならな

いのである。しかもこの客観的基準なるものは、われわれの採用したナショナ

リズムの定義からしてもっぱら「文化的」な特質であるはずである。例えば、
スターリン(Joseph Stalin)のような例外もあるが、経済的特性は通常排除さ

れる。経済的特性は、例えば階級は、往々にして後述の民族集団内部の均質性
という要請を満たしえないばかりか、集団内部に亀裂をもたらしかねないから

である。ナショナリズムは、逆に「異なる階級利害をもつ個人をある種の文化

的基礎にもとづいて連帯集団(solidarity group)に統合する」 (Hechter 1985:
17)ものだからである。

スターリンは民族を「民族とは、言語、地域、経済生活、及び文化の共通性

のうちにあらわれる心理状態、.の共通性を基礎として生じたところの、歴史的

に構成された、人々の堅固な共同体である(スターリン1953: 50)」と定義す

る.スターリンがここで「階級」ではなく、 「経済生活」という語を使用して

いることは意味のないことではない。階級は、後述の民族の均質性、斉-性を

大幅に損なうであろうからである。階級と民族の関係、あるいは民族とその経

済的地位の関係を論ずるのは本稿の主意ではないが、ここで若干触れておけば、
階級と民族が等置できる状況を強調する議論もある。例えば、ロシア革命初期

のムスリム共産主義者であったスルタンガリエフ(Sultan Galiev)の、 「抑圧

された民族」が全体としてそのままプロレタリアートであるという「プロレタ
リア民族」の理論もある(山内1986: 5),さらに近年では、民族と経済的地位

の等置から一歩進んで、文化的要因をも射程に収める議論が展開されている。
例えば、ウオラーステイン(ImmanuelWaUerstein)が、史的システムとして

の資本主義は、抑圧された集団をシステムの内部にとどめておくためのイデオ

ロギー装置として、性差別と人種差別を生み出したと述べるのもこの趣旨から

であろう(ウオラーステイン1985: 161-162),そして、この潮流の最も洗練

された最新のヴァリエーションは、おそらく-クタ- (Michael Hechter)の

「文化的分業(cultural division of labor)」論であろう。 「国内植民地(internal
colony)」の地位に甘んずることを余儀なくされた経済的に従属的な国内周辺部

に関しては、経済的に支配的な中心との「文化的分業」が生ずる。国内の中心

と国内植民地との問の不平等あるいは従属関係が、文化的、つまり、言語、宗
教、等々の差異としても実現され、認識される事態が生ずる。そして、中心と

周辺は、文化的にも優位と劣位の関係として認識されるに至る。換言すれば、

経済的階層関係と文化的階層関係が対応する事態が生ずるのである。これが文
化的分業であり、ナショナリズムのひとつの源泉である(Hechter 1985: 18, Levi

& Hechter 1985: 130)<　ロゴウスキ(Ronald Rogowski 1985: 92-93)によれ
ば、文化的分業がナショナリズムの温床となるのは、非支配的集団の上昇志向

非エリートが同化されないあるいは受容されないときである。多くのナショナ

リズムの事例はこの要因によって説明される(Rogowski 1985: 93)<　イングル
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ハ~トとウッドワード(Ronald Inglehart and Margarett Woodward 1967)

は、これとは独立の形で、就中言語に着目して同様の議論を展開しているが、
これについては後に改めて取り上げる。

このように、経済的地位と文化の関係、そしてナショナリズムとの関係は、

決して単純には断定できない。われわれの関心事である言語に限っても同様で
あるOその上、後に検討するように、地域、特に故地(homeland)や、歴史

や祖先といった特性も、 「文化的」であるか否かは措くとして、通常民族を規

定する範噂に含められる。しかも、これら様々の要素の相互的関係や民族との
関係もまた単純な一般化を許容しないO

それゆえ、ここでは、単純化は不可能に近いことを認識しながらも、ナショ

ナリズムが自民族を他民族と区別する何らかの客観的特質を必要とすること、
即ちナショナリズムが民族の境界標識を必要とすること、だけを指摘するにと
どめる。

以下、民族がどのような基準によって他の民族と弁別されるかを、民族の境
界標識となる特性の詳細に立ち入って検討する。

2　民族の規定要因

2. 1　民族の予備的定義

民族とは、予備的には、次のふたっの要素によって規定される人間の集団で
あると定義されよう。

客観的特性

共同体意識

このふたっの要素も基本的にはゲルナ-の議論を踏襲している(Gellnei
1983: 7)。このふたっの特性のいずれを強調するかによって、民族のもつ性格

とその行動に関する議論が分かれるのが常であるが、ここでもこの点には立ち

入らない。ただ、不変固定的な客観的特性を強調する立場として原初特性論

(primordialism) 、可変的な主観的特性を強調する立場として資源動員論
(resource mobilization)というふたっの代表的立場があることだけをここで

指摘しておく。それぞれの議論の内容に関しては、ここでは立ち入らない。

ここでまず客観的特性の共有について検討してみよう。もうひとつの要素で

ある共同体意識については、客観的特性の検討に関連して触れることにする。
民族は、まず第-に客観的特性を共有する集団である。ここで、客観的特性と

は、例えば、祖先、歴史、居住地域、経済生活、言語、宗教、文化、行動様式、

身体的特徴等、個人にとって一般に所与であり、一般に健代間に継承される特
性を言う。これは、われわれの上述の定義に従えば、かなり無理な用語法であ
ることを承知で、主として「文化的」特性である。
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また、このような特性の一部を「原初特性」 (primordial properties)として
別扱いし、民族の議論において強調する立場、所謂原初特性論者

(primordialist)はもあるが、ここでは原初特性のみを強調することは差し控
える。

いずれにせよ、このような特性が民族を規定する特性であるためには、民族

の内部に現実に存在する様々な亀裂、例えば、性、僅代、宗教、階層、身分、

貧富の差、にもかかわらず、共有され、継承されなくてはならない。民族ない

しはエスニシティがしばしばこのような格差、特に階級的差異を隠蔽する虚偽
意識(false consciousness)であると批判されるのはこのような意味からであ
る。

2. 2　客観的特性の共有

客観的特性の共有という民族の規定は、論議のこの段階ではふたっの問題を

提起するoひとつは、可能なすべての特性を共有する必要の有無であり、他の
ひとつは、特性の共有が果たして真に民族であることを保証するかどうかとい
う問題である。

民族は、スターリンが「すべての特徴が同時に存在するばあいに、はじめて

民族があたえられるのである」 (スターリン1953:51)と断定したのと異なり、
上に掲げた特性のすべてを共有する必要はない。例えば、離散集団であったユ

ダヤ人あるいは離散集団であるロマ人(RoimaあるいはGypsies)を、地域を
共有しないが故に、民族でないと言うことはできまい。任意のひとつないしは

複数の特性を共有しないことは、必ずしも民族であること否定するものではな

いo従って、この段階では、民族とは、 「幾つかの客観的特性を共有する集団」
である。

このような特性は、可視的な客観的な特質であり、それゆえに任意の民族を
他の民族と分かつ、即ち民族を規定する客観的根拠となる。しかし、ここで注

意すべきは、このような特性を共有することは、後述のように、民族が民族た

りうる必要条件ではあって、十分条件ではない。上述の第二の問題がこれに関
i'K-

例えば、ふたっの集団がひとつの特性を共有する場合を考えてみよう。任意
の特性を共有しないことが民族であることを否定しないと対庶的に、ふたっの

集団が任意のひとつないしは複数の特性を共有することは、同一民族であるこ

とをまったく保証しない。英語を話す米国、英国、カナダ、オーストラリア、
アイルランドの人々が同一民族を構成するとは考えられない(Safran 1999:

81),同様に、世界のイスラム教徒がすべて同一民族に属する、あるいはスン

ニ派、シーア派など宗派(confession)ごとに同一民族に属するという主張も
到底受け入れられまい。勿論、レバノン、イスラエルなどに居住するイスラム

教ドルーズ派(Druze)は、既に掲げた類似の例と同様通常ひとつの「民族」
として認められる(Fixro 1988: 196)<

これとは逆に、元来インド各地からの、しかも言語を異にする移民集団から

成り(Siegel1987: 132, 141)、インド本国であれば、ポジプリ(Bhojpuri)人、
ビバール(Bihari)人など別個の民族とされるはずの集団から成るインド系フ
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イジー人(小柏1992: 193-194, Siegel 1987: 4)のように、新たな「民族」が
形成されるケースもある0

2. 3　弁別特性

このような事例の考察からして、 「幾っかの客観的特性の共有」は民族を定

義するには不十分であると言うべきである。共有される客観的特性は、当該民
族を他の民族と区別しうるものでなくてはならない。このような機能を果たす

特性を弁別特性(distinctive property)と呼ぶことにすれば、民族とは「幾つ
かの弁別特性を共有する集団」となる。

どのような特性が弁別特性となるかは、その民族の置かれた状況に依存する。
カトリックという宗教を共有するベルギーでは、言語(オランダ語とフランス

語)と地蟻(フランドル(Flanders)とワロニー(Wallonia))が弁別特性と

なるo逆に、北アイルランドやレバノンでは、宗教や宗派が弁別特性となる。
要するに,民族を区別するとき問題となるのは、弁別特性なのである。

ここで言う弁別特性は、価値判断と情緒的要素を別とすれば、スモリッツ

(Jerzy J. Smolicz)の言う「中核価値(core value)」が「集団の文化の最も
根源的な構成要素のひとつを形成[し]、‥・、集団と集団-の帰属を象徴する

弁別的価値として機能する-中核価値」 (Smolicz 1981: 75)とほぼ同じと見
なしてよい。

しかしながら、弁別特性あるいはその集合は、当該民族を他のすべての民族
と区別しうる特性であることを要しない。これは、ある民族の「民族」性が問

矧こなる状況を考えてみれば明らかである。ある学者の言葉を借りれば、民族
が民族となるのは、他の民族と接触する場合においてのみである。即ち、ある

民族が、民族となるのは、他の民族と区別する必要の生じたときだけである。
民族間の接触が民族を生み出すのである(Connor 1972: 328-329, Moerman

1965‥ 1216)。従って、弁別特性あるいはその集合は、ある民族にとって区別
する必要のある他の民族と自身を区別しうるものであればよい。ボスニアのム

スリム人にとってイスラム教という宗教が弁別特性となるのは、セルビア人

(Serbs)やクロアチア人(Croats)と自身を区別できるからである。かれら
にとって、例えば北アフリカのイスラム教徒との区別は必要がない。

また、これとは逆に、世界の多くの先住民族の多く、例えばアイヌ人(Ainu)、
ニュージーランドのマオリ人(Maori)、あるいはエヴェンキ人(Evenki)な

どシベリア少数民族が単に「人間」を意味する自称を用いていたことはこの裏
返しであるoこの間題は、弁別特性が問題となる以前の民族の呼称、名称註'と

も関わるが、ここでは触れない。同様に同化政策における姓名の変更について
も割愛する。

註)例えば、アイザックス1984; 62、 69-7,Moerman1965: 1222などを参照.また次の
ような議論も参照。 「すべてのナショナリズムは根底において、人間の最も非物
質的で独創的な発明である名前に深刻に関わっている。名前を些細なこととして
無視する人々は一度も故郷を失ったこと(displaced)のない人々である.しかし、
周辺部の人々は常に故郷を奪われているのであるo」 (J. Berger, "Keeping a
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rendezvous," Review Guardian, 22 March 1990) (Teich and Porter 1993: xxに

引用)

従って、弁別特性は、問題となる他の民族との区別が可能でありさえすれば

よい。換言すれば、あくまで、弁別的であることが必要なのであって固有であ

ることを要しない、例えば、ケベックのフランス系カナダ人にとって、フラン

ス語は自らと、カナダの英語系住民あるいは英語系諸州を区別する機能を果す
が、フランス人とケベック人の弁別には何ら意味をもたない。 (本国の)フラン

ス人とケベック人を区別する必要がないからである。言語に関して、もしフラ
ンス人とケベック人を区別する必要があるならば、標準フランス語に対して、

フランス語のケベック方言あるいはケベック俗語(juoal) (Weinstein 1989: 54、
57-58)といった区別と対比が可能であろう。

これを要するに、弁別性とは、民族と他の特定の民族の区別が可能であると
いう意味に解さなければならない。

とはいえ、現実には、弁別特性あるいはその集合が、ある民族を他のすべて

の民族から区別する特性であると認識される傾向が強いことも否定できない。
換言すれば、弁別特性あるいはその集合が、多くの場合、当該民族に固有の特

性であると認識される傾向が強いことは否定できない事実である。これは、こ

こでは立ち入らないが民族の誇りや自尊心の問題にかかわる側面である。この
ような観点からすれば、実態として固有でない現実に直面して、名称だけを固

有のものにして民族の独自性と固有性を強調することも十分に考えられること

である。実際、常套手段であるとも言える。マレー語をインドネシア語

(Indonesian)あるいはマレーシア語(Malaysian)と称するのはその一例で
ある。

以上の議論から、民族は、この段階では、弁別的な特性の幾つかを共有する
集団であると定義できる。

2. 4　弁別特性に関する補足:連関、相互作用、可塑性

弁別特性に関しては、論ずべき点が幾つかある。固有性に関しては既に論じ

た。弁別特性は、固有であることを要しない。第二は、弁別特性の不変性、固
定性の問題である。第三は、弁別特性の独立性、逆に言えば相互作用の問題で

ある。結論的に言えば、弁別特性は、不変でも、固定的でもない。また弁別特

性は相互に独立ではなく、弁別特性間にはしばしば相互作用が認められる。

弁別特性の不変性に関して言えば、先に挙げた帰属替の事例からも明らかな
ように、弁別特性は不変ではない。弁別特性は、可変的であり、可塑的である。

歴史的状況に依存して変容する側面に着目すれば、歴史的であるとも言える。

しかしながら、弁別特性の可塑性、歴史性と、任意の民族にとっての任意の弁
別特性の重要度、優先度の変化とは別の事柄である。周知の如く、インドとパ

キスタンの分離独立までは、ヒンドゥー教とイスラム教という宗教が決定的な
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弁別特性であったが、独立後はインドにおいてもパキスタンにおいても、宗教

ではなく、言語が最大の弁別特性となった(Musa1996: 64)ォインドにおける
言語州(linguistic state)の創田(Chaklader 1990: 127)とバングラデシュ
の分離独立(Musa1996:63, 78)を見れば明らかである。ここに見られるのは

弁別特性の優先順位の変化、あるいは弁別特性の交替であって、言語や宗教と

いう弁別特性それ自体が変化したわけではない。これと対腔的に、諸民族を単

一ソビェト民族(Soviet people)という、新たなより高い歴史的共同体-融合
させる理念とされた旧ソ連ブレジネフ(Leonid Brezhnev)時代における「民

族融合(merging nations, fusion)」は、民族的差異の消滅を意図した(カレ

ール-ダンコース1981: 475、 Tkachenko 1992: 68)という意味で、弁別特性

の、特に言語の、可塑性とマルクス主義的な意味での歴史性を少なくとも理論
的には前提にしていたと言えよう。勿論、この実態がロシア語とロシア文化へ

の同化政策(Tkachenko 1992: 68)であったことは多くの論者の指摘するとお

りであろうo言語的同化政策については、対内的同質化、斉-化という観点か
ら後に論ずる。

弁別特性の中で、言語が最も重要な位置を占めるか否かは、上述のように一

義的には定まらないo言語が最も重要な位置を占めるとき、多くの研究者に倣
ってこれを言語ナショナリズム(language nationalism, linguistic

nationalism)註'と呼ぶこともできよう。そして、言語ナショナリズムという

観点から言語とナショナリズムの関係を論ずることもできよう。しかし、本稿
では、言語と他の弁別特性の間の優先順位については特別の前提を設けず、言
語が弁別特性となる事例すべてを対象とする。

註)例えば、 de Silva 1988: 69, Fishman 1989c: 280, Inglehart and Woodward 1967: 37,
Rogers 1981: 231,土屋1987: 78

他方、弁別特性の相互作用について言えば、弁別特性は相互に独立であると

仮定するほうが論理的には単純で明快である。しかしながら、現実にはある弁

別特性が他の弁別特性に影響を与えるという弁別特性間の相互作用も観察され
るo既に掲げた経済的地位と文化の諸要素が対応する事例が、文化的劣位ゆえ

の経済的劣位という倒錯した認識をしばしば生むことは事実ではあるが、この

ような事例は(経済的地位が弁別特性であるか否かという問矧ま措くとして)
弁別特性の相互作用というよりは、弁別特性の対応、並列関係を考えるべきで

あろうoこれとは別に弁別特性の相互作用は次のような事例に明らかに観察さ
れる。

既に他の個所で詳述したように(松尾1999)、文字あるいは表記システム
(writingsystem)もまた弁別特性として機能しうる。マクルーハン(Marshall

McLuhan)の言葉を借りれば、文字というメディア(medium)はまさにメッ

セージ(message)なのである(McLuhan 1959: 340),自らのアイデンティ
ティを伝えるメッセージなのである。文字という弁別特性に最も明白な影響を
与えるのは宗教である。宗教が文字を決定した例は古くは、中値以降のイべリ
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ア半島において、ユダヤ人達は-プライ文字(Hebrew)で書かれたアラビア

語文学生み出し、 1492年のレコンキスタ(キリスト教徒による領土回復)
(reconquista)以後、アラビア人たちは、アラビア文字で書かれたスペイン語
文学を生み出した(Dale1980: ll)といった事例も知られる。

近代においては、例えば東欧ではひとたび宗教が選択されると、その選択は

使用する文字をキリル(Cyrillic)文字とラテン(Latin)文字のどちらにする

かを決定した(オーキー1987:5)。カトリックのクロアチア人がラテン文字を、
正教のセルビア人がキリル文字を、多くの言語学者が同一の言語と見なす言語

に、使用することによって、弁別特性として機能させるのはその端的な例であ

る。また、カトリックのベロルシア人(Byelorussians)がベロルシア語

(Byelorussian)をラテン文字で表記する傾向があったのに対し、正教のベロ
ルシア人はキリル文字を選好した。ベロルシアのタタール人イスラム少数集団

は、これをトルコーアラビア(Turko-Arabic)文字で表記した(Wexler 1989:

145)。これに比べ、状況はやや複雑であるが、デヴァナガリ(Devanagari)
文字で書かれるヒンディ一語(Hindi)とアラビア(Perso-Arabic)文字で書
かれるウルドゥー語(Urdu)の分化の過程も同様の事例と看徹すことができ

よう(Campbell 1991: 1425)<　表記体系を決めたのはこの場合も宗教である。

パンジャブ紛争は、シク教徒(Sikh)対ヒンドゥー教徒(Hindus)の紛争

であるが、紛争の過程で言語特に表記体系が象徴として大きな意義を獲得した
事例である.パンジャブ語(Punjabi)は、パンジャブ人の大多数の宗教であ

るシーク教(Sikhism)の言語である。グルムキー(Grumukhi)文字で書か

れたパンジャブ語が、紛争の過程でシク教徒アイデンティティを象徴すること

となった。これに対してパンジャブ州と分離したヒンディ一語州であるバリヤ

ナ(Harjana, Haryana)州では、パンジャブ語を話すヒンドゥー教徒は、パ

ンジャブ語にもデヴァナガリ文字を使う傾向がある(Dale 1980: 7, 10,広瀬
1989: 265),

このような事例に見られるように、相互作用とは言えないまでも、任意の弁
別特性が他の弁別特性に影響を与える場合のあることは確かである。従って、

弁別特性が常に相互的に作用すると仮定するのは行き過ぎであるとしても、少

なくとも弁別特性は相互に独立である必要はないと仮定すべきであろう。そし

て、弁別特性が相互に独立である必要がなければ、弁別特性が変化すること、
即ち弁別特性の可塑性は必然的な帰結である。

2. 5　弁別特性の同質性と異質性

弁別特性についてさらに議論を深化させるために、ここで弁別特性に論理的

に課されるべき条件を検討しておく必要がある。

任意の特性に関して、それが弁別的であるためには、弁別特性もしくはその
集合Ⅹに関しては、論理的には次のふたっの命題が成立する必要がある。 (以

下の議論の詳細に関しては、松尾(1993)を参療)。以下ふたっの命題における「大

多数の」のという限定は、命題としては誤解と混乱を招く恐れなしとしないが、
理解の弁のために、差当たりそのままにしておく。

18



Xは、当該民族の大多数の成員に関して妥当する、当該民族の大多数の成員
に共有される。これを同質性命題と呼ぶ。

Ⅹは、他の特定の民族の大多数の成員には妥当しない、他の民族の大多数の
成員には共有されない。これを異質性命題と呼ぶ。

即ち、特性Ⅹは、民族の内部に関しては同質的であり、外部に関しては異質
的でなければならないo別の言葉で言えば、当該民族の構成員は、 Ⅹを共有し、

他の特定の民族の構成は、 Xという特性をもたないという命題が成立する必要
がある。

このふたっの命題、即ち弁別特性に関する内部的同質性と外部的異質性が成

立しない場合、問題の特性は民族を規定する要因ではないと結論されるか、弁
別特性が絶対化されて、当該の集団は民族ではないという結論が導かれる。し

かし、いずれの結論も多くの事例において誤りである。しかも、ふたっの点で
誤りである。ひとっは、先にわれわれが民族の規定要因の一つとしてあげた共

同体意識という要因を無視していることであり、他のひとつは客観的特性、就

中弁別特性の実態とその認識という要因を無視していることである。一言にし

て言えば、民族を成立させる主観的要因を無視していることに尽きる0

2. 6　共同体意敦の重要性

第一に、弁別特性の対内的同質性と対外的異質性が成立しないとしても、民

族は存在しうる0本説の冒頭で定義したように、民族はふたっの要素、即ち客
観的特性と民族という共同体-の主観的な帰属意識、即ち共同体意識によって

定義されるo客観的特性という基盤がどのように微弱であろうとも、民族は民

族たりうる。それは、客観的基盤の弱さを補って余りある強固な共同体意識な
いしは民族感情が存在する場合である。確かに、 「可視的などのような特質も、

民族意識の維持には、必須のものではない」 (Connor 1987: 202)という見解
は極論に過ぎようが、 「民族に関して述べることのできる最も単純な命題は、

民族とは、自身を民族と感じる人びとの集団であるということである。そして、
これは、精微な分析を尽くした後得られる最終的結論でもありえよう」 (C。nn。r

1987: 203に引用)というエマ-ソン(Rupert Emerson)の言某はここに妥
当する。

この典型的な事例が中国における満州族(中国の用語に従えば満族)である。

満州族は、近年その生活様式を漠化させ、風俗習慣だけでなく、言語までも固

有のものを失ったと言われる(平野1988‥ 35)。満州語は死語と化したのである。
満固有の言語文化を喪失した満州族は、民族集団としてもはや存在しないと言
われるようになった(平野1988: 60),ところが、中国においては、 1980

年以降、 「民族意識」を民族認定の基準、民族成立の第一要件とみなすという

観点が打ち出されるようになった。ここで、民族意識とは、われわれがすでに

考察した民族成立の要件のひとつである「共同体意識」にはかならない。指導
的民族学者の一人によれば、 「満族、回族はほとんど全中国におよんでおり、
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生活様式はすでに漠族とほとんど違いがない。しかし、彼らの民族感情はたい

へん強いので、彼らも単一民族として承認されている」 (平野1988:90に引用)0
満州族は、言語という客観的な弁別特性によってではなく、 「民族感情」とい
う共同体意識をほとんど唯一の基盤として成立しているのである。

今日、中国の全土には1 000万人近い満州族がいるとされる。戦後ほぼ2

50万人前後であった満州族人口が、 1 9 8 2年のセンサスで突如として約4

30万人となった。さらに、 1 989年のセンサス結果によれば、満州族人口
は、実に982万人となった(加々美1992: 326),この満州族の「再発見」

あるいは満州族人口の急増は、実は満州族が新たに「発見」されたのではなく、
多数の満州族自身が自分達の民族を漠族から満州族に登録替えしたためであろ

う。この自発的な登録替えは、政府の少数民族政策の変更によって、そうする

ことが有利であると人々が判断したためにすぎないのかもしれない(平野
1988: 90)。しかし、この種の帰属替は、既に述べたように格別珍しいことでは
ない。

ここで注意すべきは、このような民族帰属の変更は、民族が多分に民族意識

ないしは共属意識によって維持されていることを示すということである。仮に
民族が弁別的客観的特性の実態性のみによって規定さるべきものであるとする

ならば、このような帰属変更は非常に困難であるからである。先に挙げた誤謬

の第-は、民族を規定する要因として、共同体意識、共属意識を無視したこと
にある。

実際、民族が民族であるためには、民族が客観的な弁別特性を有すること、
即ち「民族の客観性」のみでは足らない。上述の意味での客観性のみに支えら

れた民族は、民族それ自体(ansich)であって、民族は自らを民族と自覚した、

換言すれば民族意識をもった存在となって、はじめて民族たりうるからである。

即ち、民族は、対日的(fur sich)となってはじめて民族となるのである。民
族とナショナリズムを論ずるとき、民族-の帰属意識や忠誠心という主観的要

因は極めて重要な問題ではあるが、われわれの関心は当面言語にあるので、こ
れ以上立ち入らない。

2. 7　弁別特性の実態と常識

特定の弁別特性を絶対化したり、事実と異なることをもって特定の客観的要

素が弁別特性でないとする議論の第二の誤謬は、弁別特性の問題を実態におい
てのみ把握し、認識というレベルを無視することにある。弁別特性と民族の関

係の考察に際しては、実態のみならず、認識という視角が不可欠である。

例えば、再度祖先あるいは民族の起源の問題を放って見よう。祖先を共有す
ることは、民族が民族であるひとつの基盤である。しかし、歴史を遡るならば、

他の民族との混清を経験しない純粋な民族を見出すことは困難であろう。ある

いは、歴史的に厳密な意味で祖先を確定することのできない場合も少なくない。
この意味では、共通の祖先を民族の規準とするならば、民族なるものは大多数

の場合存在しないと断言して誤りではないであろう。これは弁別特性を絶対化
する誤りである。
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勿論、民族に関しては、この祖先と民族の関係を否定することは誤りである。
但し、誤りは、単一の祖先を共有する集団が現実に存在しないことによるので

はなく、ある集団が、現実に、歴史の客観的事実として祖先を共有していなけ
ればならないという前提によるのである。

一般化して言えば、弁別特性が事実そのものであり客観的に妥当するという
前提こそが誤りであると言うべきである。なぜならば、多くの民族、多くナシ

ョナリズム運動において共通の祖先、 「民族の過去の栄光」、 「過去の黄金時
代」といった要因が弁別特性として機能してきたは疑いの余地がないからであ

るoこの事実を考慮するならば、重要なことは、現実そのものではなくて、人
びとが現実であると信じていることである(Connor 1987: 205-206)という立

場を採らざるをえない。民族の成員がすべて共通の祖先の子孫である必要はな

いし、一般的に言って、すべての成員が弁別特性を現実に共有している必要は

ない。弁別特性を共有すると認識されていることで十分なのである。従って、
祖先という弁別特性に関して言えば、民族とは、コナ-(Walker Connor 1987:

211)の如く「祖先の共有の神話を特質とする最大の人間集団」とも言えるが、
この神話の「歴史的事実との符合は問題ではない」のである。

以上の議論からして、民族を民族たらしめる弁別的な特性は、当該民族の成

員によって共有すると認識されていればよく、当該民族の成員すべてに現実に
共有されている必要はない。即ち、同質性命題は、実態として成立している必

要は必ずしもない。同質性命題は、成立していると認識されていれば十分であ

る。異質性命題についても同様である。換言すれば、同質性命題は認識の上で

成立していれば十分なのである。これは、勿論、任意の弁別特性に関して実態

として同質性命題が成立すること、任意の弁別特性が実態として成員に共有さ

れていることを妨げるものではない。このような認識は民族の存在証明となり、
成員の行動を左右し、そして政治的に大きな意義をもつがゆえに、このような
認識を「神話」と呼ぶこともできるのである。

ここまでの議論をまとめれば、民族とは、弁別的な特性あるいは弁別的な特
性の集合を共有すると認識されている集団である。さらに、上述の共同体意識

の重要性に鑑みれば、成員が、ひとつの共同体に属しているという意識をもつ
とき、即ち共同体意識をもつときにはじめて、弁別特性を共有すると認識して
いる集団を民族と言いうるのである。

2. 8　アイルランドの事例

弁別特性の主観性の具体的事例として、アイルランド民族とその弁別特性と
してのアイルランド語の関係を考えてみよう。

1 92 2年自治を認められアイルランド自由国(Free State)として、そし

て1 94 9年に完全独立するまで、アイルランド、特に南部アイルランドは国

内植民地(internal colony) (Hechter 1985: 19)とも呼ぶべき状況にあった。

言語という観点からすれば、その帰結は英語-の移行(language shift)、同化
(assimilation)であった1 8 5 0年代の大飢健による農村人口の激減という要
因もあるが、アイルランド語(Irish, Irish Gaelic)人口は1 8 5 1年には全人
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口の約50%から、 1 90 1年には、 20%矧こ減少した(Hindley 1990: 15,
23),この比率は今日若干回復しているが、アイルランド語を第二言語として

使用できるものも含むoアイルランド語を日常的に使用している人口という意
味では、 1926年に約25万人を数えた人口は、 1976年には約3万人に

減少している(Fennel 1990, 34-36),独立以来の政府とアイルランド語擁護運
動の努力にもかかわらず(Fennel 1990‥ 33-34、 38)、アイルランド語は「学校

で習ってすぐに忘れる言語に成り下がった(Ko血an and Williams 1989: 13)」

とすら評されるに至っているoこのように、アイルランド人の大半は、英語を
話してきたし、話しているのである。このとき、 「アイルランド語を日常的に

使用すること」をもって弁別特性とするならば、同質性命題も異質性命題も成

立しないことは明白である。したがって、言語という弁別特性を絶対化するな

らばアイルランド民族なるものは存在しない。冒頭に掲げた多くの引用が主張
するように、民族と言語の間に必然的な関係があるとするならば、アイルラン
ド民族は消滅したあるいは存在しないと言わざるをえまい。

因みに、この誤った論理は、また多くの支配的集団が非支配的集団のナショ

ナリズムを抑圧する常套手段でもあった。例えば、ウクライナ・ナショナリズ

ムの脅威を感じたロシア帝国政府は、独自のウクライナ語を認知することはウ
クライナ民族の存在を認めることであるという認識にもとづき、ウクライナ大

衆の使用するのはポーランドの影響によって歪められたロシア語であるとして、
ウクライナ語の存在を否定した(中井1988: 27-28),時の内相ヴァルーエフ

(PetrValuev)は、ウクライナ語は「存在しなかったし、存在していないし、
これからも存在しえない」と断定しながらも、存在していないはずのウクライ

ナ語に対する禁令を、秘密廻状(secret decree)として発した(中井1988‥

27-28),聖書のウクライナ語訳の出版が禁止されたのも「この翻訳の出版を許

可すればウクライナ語に独立言語の地位を与えることになり、その結果、ウク
ライナ人に政治的自治の要求の論拠を与えることになる」というものであった
(中井1988: 29)(

このような命題が誤りであることは繰り返し述べた。アイルランド人も、そ
してウクライナ人も言語を失えば民族でなくなるというのはあまりに単純にす
ぎる、仮に言語を失ったとしても民族でありうる(Allardt 1984: 203、 C。nn。r

1972 337-338, Edwards 1984: 14, Muljacic 1993: 81)からである。

他方で、もうひとつの誤りは、言語はアイルランド人にとって弁別特性では
ないという結論である。確かに、アイルランド人にとっては、カトリックとい

う征服者のプロテスタントと自らを区別する明確で強固な弁別特性があったこ

と(Smolicz 1981: 79)も事実である。また、居住地域も弁別特性となり得よ
う。しかしながら、アイルランド語がアイルランド人にとって弁別特性であっ

たこともまた否定できない事実である。これはアイルランド語の復興と再生を

使命とするゲーリック連盟(Gaelic League) (Hindley 1990: 21-23,
Hutchinson 1987: 164-165)がアイルランド独立運動で果たした役割の大きさ
(Keating 1990: 178, Kofman and Wilhams 1989: 14-15)を考えれば明らか
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であろう。

このことから導かれる論理的帰結は、民族が自分の集団的アイデンティティ
と結びつける言語は、日常的に使う言語(あるいはそもそも知っている言語で

さえ)ある必要はない(Edwards 1984: 14)ということである。自身の言語を
もつことは好ましいことだが、民族の絶対的に必要な構成要素ではない

(Muljacic 1993: 81),われわれの用語法によれば、弁別特性は現実に共有さ

れている必要はない、弁別特性の同質性は、実態として成立している必要はな

い。弁別特性としての祖先の検討から明らかにしたように、弁別特性の同質性
は認識の上で成立していれば十分である。弁別特性が共有されていると認識さ

れていれば十分であり、またそのことが重要なのである。従来の多くの議論は、
この認識という側面を看過してきたのである。

この段階では、民族とは、弁別的な特性あるいは弁別的な特性の集合を共有
すると認識されている集団である。

2. 9　価値書斎あるいは象徴価値

さらに極端な例を挙げよう。 「弁別特性が共有されていると認識されていれ
ばよい」というわれわれの定義からして、言語の喪失は、当該の言語と結びつ

いたアイデンティティの喪失を意味しない。例えば、イタリア語は、英語の単
一言語使用者であるアメリカのイタリア移民の子孫の「紐帯(associated)」言
語たりうる(Edwards 1984: 14)c

カナダのアラブ移民の間でもアラビア語(Arabic)は失われつつある。しか
し、これはアラビア文化、アラブ民族のアイデンティティの喪失にはつながっ

ていない。アラビア語は、コーランの言葉、神の言葉として重要な意義をもつ。
アラビア語は日常言語としては衰退の一途を辿るにせよ、文化的な「価値言語」

として意識的に強く保持されている(片倉1987: 723-724,片倉1990: 247-

248),この場合も、エドワーズ(JohnEdwards 1984: 14)の言葉を借りれば、
メディアは変わってもメッセージは変わらないのである。

フランスのブルターニュ(Brittany)は、先述の文化的分業論が妥当すると

言ってよい地域である(伊藤1988: 26)c　外部の支援者が多数訪れる反原発集

会において、あるいは公益性調査に対する抗議集会において、地域の文化的伝

統を誇示したブルトン語(Breton)による賛美歌の合唱や祈祷の唱和が、コミ
ュニケーションを犠牲にしてまでも、行われたと言う(伊藤1988: 39),この
場合、ブルトン語というメディアはメッセージそのものである。

言語と民族の関係をこのような関係を「象徴価値」と呼ぼうと、 「価値言語」

と呼ぼうと、弁別特性の共有が認識のレベルで成立すればよいことを示す極端
な事例である。

2. 10　民族:暫定的定義

上掲の幾つかの事例のように、言語に関する同質性命題が認識の上でのみ成

立している場合、これを「言語が民族の、あるいは民族のアイデンティティの、
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象徴となる」、 「言語は民族の象徴の地位に祭り上げられたマイナーな要素」
(Connor 1972 337・338)と断定できるかどうかは、現段階では定かでない。

同様に、言語がこのような機能を果たすメカニズムも必ずしも明らかでない。
それゆえ、ここでは、民族とは、何らかの客観的な弁別特性を共有すると認識

されている集団であるというわれわれのこれまでの結論にもとづいて次のよう
に仮定しておく。

民族によって共有される弁別特性の重要性ないしは民族としての客観基礎は、

実体性ないしは客観性、即ち客観的共有の度合いと、シンボル性ないしは象徴
性、即ち共有の認識の度合いの関数として、最も単純には、例えば、その和と
して、

民族の客観性基礎-弁別特性の実体性　十　象徴性(共有の認識)

と理解できるものとする。但し、この定式化では象徴性と客観的特性あるいは

弁別特性の共有の認識を等置しているが、同一視できるか否かは必ずしも明確

ではない。ここでは、民族の客観的基盤といえども客観的要因と主観的要因の

両者から構成されることと、いずれもある程度まで他方の希釈性を補いうるこ
ととを示す定式として理解しておく。

これまでの論議は、民族の客観的基盤にもっぱら魚点を当てた。勿論、この

観点からしても、民族が純粋に客観的存在であるわけではなく、認識など象徴
性ないしは主観性に依存する部分も多分にあることは、冗長なまでに論じたと

おりである。しかし、 2・ 6節で明らかにした如く、民族はこのような客観的

基盤によってのみ存在するのではなく、共同体-の帰属意識、所謂民族意識を

もって初めて民族となる。換言すれば、客観的基盤と共同体意識の両者を備え
て、初めて民族と言いうるのである。従って、結論的に言えば、

民族とは、何らかの客観的な弁別特性を共有すると認識し、かつそのような

弁別特性によって他の集団と区別される共同体に対する帰属意識をもった集団
である。

3　民族と書斎

前節の議論において、われわれは言語と民族の関係は必然的な関係ではない

こと、にもかかわらず言語は民族の弁別特性のひとつとして機能しうることを

明らかにした。しかし、言語が何故にかくも多くの事例において民族の弁別特

性となるのかについてはまったく論じてこなかった。以下、この点に関して言
語そのもののもつ特性を中心に、前節で論じた弁別特性の性格にもとづいて幾

つかの角度から検討する。但し、以下の議論で確証できるのは、決定的理由と

いうよりはむしろせいぜいのところ状況的理由であることを予め断っておく。

3. 1境界標識としての言語
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言語が民族の弁別特性となることは、定義からして言語が任意の民族を他の

民族と分かつ境界標識なることである。われわれの当面の関心は、言語が多く
の民族の境界標識となる理由を可能ならば摘出することである。

ひとつには、言語が他の客観的特性と比較してより可視的で弁別的であると

する議論がある(Solchanyk 1985: 57),これについては、現在のところ論証
の根拠も反証の根拠もないので、これ以上立ち入らない。

民族の境界が所与のものとして既に厳然と存在すれば問題はないが、ナショ

ナリズムは多くの場合民族の境界を確定することによって民族の存在を証明す

ることから始めなければならなかった。このような状況の下で、どのような特
性が弁別特性となりうるであろうか。既に明らかにしたように、弁別特性ある

いは境界標識に関しては、同質性命題と異質性命題のふたっがともに成立しな

くてはならない。しかしながら、ふたっの命題は必ずしも実態としてのみ成立
する必要はない。共通の祖先の神話や、幾つかの言語が民族の弁別特性として

機能するのはこれゆえであった。民族あるいは集団の境界を新たに確定しなけ

ればならないとき、今日のウクライナ西部、 1 9世紀ガリツイア(Galicia)の
ように、ユニエイト教会(Udate)別名東方典礼派カトリック(Eastern Kite

Catholic)という明確な境界標識が存在すれば問題はない(Isaievych 1994:
5-39),しかし、そのような境界標識が存在しないとき、境界標識が必ずしも

実態を忠実に反映する必要がないことは、境界標識の選定に際して重要な要因
となる。そして、きわめて逆説的な論理を介してではあるが、言語が境界標識

と機能するのはこれに関連すると思われる。

3. 2　言寄的差異の実態

英語と日本語の組み合わせのような明白な事例があるにもかかわらず、任意

の言語と他の言語の境界を実態として定めることは極めて困難である(Comrie
1990: 2)。国家の公用語としての標準語の問題は、ナショナリズムとの関連で

後に詳細に論ずるが、標準語の普及以前の段階においては、言語と言語あるい

は言語と方言の境界を定めることは至難の業である。これには実態レベルの問

題と認識レベルの問題のふたっの要因があるが、ここではまず実態の考察から
#rV>'j、

最大の要因は、日常的に使用される限り、言語は切れ目のない方言の連続体
(dialect continuum)あるいは方言連鎖(dialect chain)を成すことである。

このような連続対にあっては、隣接する方言は相互に理解可能であるが、連鎖
の端の方言は相互に理解不可能である(Comrie 1990: 3)。オランダ語-ドイ

ツ語の方言複合体がこの一例である。ドイツ語地域の南端から出発してオラン

ダ語地域の西端に至るまで、相互の痩解可能性が崩れるような判然とした境界

は存在しない。オランダ国境に接して使用されるドイツ語の方言は、国境のす

ぐ向うのオランダ語諸方言と相互に理解可能であるしかし、この連鎖の両端は、
相互の理解可能性がまったく考えられないほどに互いに異なる。 AとB、 Bと

Cが相互に理解可能で、 AとCが相互に理解不可能な、 A-B-Cという単純
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化した方言連鎖を考えるならば、 AとBが同一言語の方言であり、 BとCが同
一言語の方言であり、 AとCは別言語であるという矛盾した結論が得られる

(Comrie 1990: 2-3)c

同様の事例は枚挙に暇がない。スカンディナヴィアの主要言語、デンマー

ク語、ノルウェー語、スウェーデン語も、その相互的理解可能性を考えれば、

ひとつの言語とも言えるであろう(Comrie 1990: 2-3)。中央アジアからコ-カ
サスあるいはクリミアに至るイスラム諸民族は、方言や言語に分割することの

困難な連続体を成すチュルク系言語を使用していた(Comrie 1981: 42)c　南ス

ラブ諸方言は、北部ユーゴスラビアから、ギリシア北部とブルガリアの黒海沿

岸部に至る単一の連続体を成している。相互に理解不可能な方言の間に境界線
を引くことのできる場所はひとつとしてない(Friedman 1993: 160)<　北イン

ドのインド-アーリア系方言は、シンドからアッサムまで連続的な連鎖をなし

ている(Gumperz 1971a: 7)c
このような条件の下で、言語と言語の問に、あるいは言語と方言の間に明確

な境界線を引くことは不可能である。言語学者にそれを期待することはできな

い。 「言語学の教授や民話の収集家に政治家と兵士の仕事ができると考えるの

は愚かである(Kedourie 1985: 125)」。しかし、近代における国家の標準語の
問題と関わる事柄であるが、 「政治家と兵士」ならばこれは可能である。境界

は実態と帝離して構わないからである。境界線の判断は、 「厳密に言語学的根

拠というより、政治的社会的根拠にもとづいて」 (Comrie 1990: 2)行うこと

ができるし、行わざるを得ないからである。

実態としての言語の境界を確定することを困難にする要因は他にもある。ひ

とつは、別種の連続体の問題であり、他のひとつは二言語使用の問題である。

異なる言語集団の接触がピジン(pidgin)と呼ばれる、単純化され、簡略化
された言語生み出すことはよく知られている。ピジンは母語使用者をもたない。

ピジンが母語化した場合、母語として定着した場合をクレオール(∝eole)と
呼ぶ(Lehiste 1988: 77-78, 94-95),カリブ海の多くの住民の母語はクレオー

ルである。さらに後の段階では、クレオールが、もともとその語嚢に大いに寄

与したヨーロッパ系の言語と再び密接な接触をもつこともある。このような状

況にあっては、ふたっの言語が相互に作用し、クレオールが、元の言語に近づ

き始めることもある。これが、いわゆるボストークレオール連続体(post-creole
continuum)であるO　ボストークレオール連続体においては、本来のクレオー

ルに近い形態(basilect)から、中間的形態(mesolect)を経て、標準語のわ

ずかに地域的特徴を帯びた形態(acrolect)に至る段階的に連続した言語形態

が存在する(Comrie 1990: 17, Romaine 1988: 158-161),ガイアナ・クレオー

ル(Guyanese Creole)については1 0幾つもの段階が確認されている(Eomaine
1988: 158-159),実際話者自身も連続体のどの位置の言葉を話しているか定か

でない場合すらある。カポ・ヴェルデのポルトガル語を基礎とするクレオール

連続体について、クレオールの異形を話しているときにポルトガル語を話して
いると信じることも、逆の場合もあるという報告(Stolz 1993: 471)もある。

このような場合も、クレオールと元の言語、例えば英語やフランス語の間に明
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確が境界を定めることは不可能である。

さらに複雑な状況においては、ふたっのクレオール連続体が並列する場合も

あるo旧オランダ領ギアナ、今日のスリナム(Surinam)がその例である。ス
リナムの公用語はオランダ語(Dutch)であるが、その実体はスリナム・オラ

ンダ語(Surinamese Dutch)と呼ばれるクレオールである(Healy 1993:280)(
他方スリナムでは、英語を基礎とするスラナン(Sranan)と呼ばれるクレオー

ルも話されるoスラナンの言語人口は、 1 3万人から1 7万人だが、国民の8
割が理解する共用語(lingua franca)でもある(Grimes 1992: 12. 4-12.

4・)。スリナムにおいては、このふたっのポストクレオール連続体が並列的
に存在し、言語的には相互に影響し合っている(Healy 1993:280)(

言語の境界の確定を困難にする他のひとつは、二言語使用(bilingualism)
であるO第一次堆界大戦の少し前、エピルス(Epirus)はギリシャとアルバニ

アの係争地であったo言語によって境界を確定するため、戦後、言語調査が計
画されたoギリシャの支持者たちは、問題の村を訪ねてギリシャ語で回答を得

たo同じ村でアルバニア支持者たちはアルバニア語で回答を得た。ときには、
質問された村人が、 「自分はギリシャ人である」とアルバニア語で答えること
すらあった(Kedourie 1985: 124){エピルスの住民の民族帰属を言語によっ

て確定することは、少なくとも実態のレベルでは、不可能である。そして民族

の確定が問題となる地域の多くにおいては、このような二言語使用、更には多

言語使用(multilingualism)は例外的事態ではなく、むしろ常態である。加

えて、このような言わば水平的な多言語使用だけでなく、国語、地域言語、村
落言語など使用範囲を異にする複数の言語が同時的に使用される垂直的多言語

使用の事例も少なくないo北インドのヒンディ一語地域がそうであり(Gumperz
1971b: 15, Gumperz 1971c: 27)、コ-カサスのダゲスタン(Daghestan)地方

がそうである(Bennigsen and Lemercier-Quelquejay 1985: 131)<このよう
な複数の言語の併存状況が言語の境界を確定することの困難を増幅することは
否定できない。

言語間、方言間の弁別の困難は、言語を民族の境界標識とすることの困難を
示しているように見えるo確かに、実態として理解する限りそうである。この

問題をフイツシマンは、 「真の独自性(authenticity)」と「斉-性(unity)」
の間の緊張と表現する(Fishman 1989c: 126)ォわれわれが言語に関して示し

たように、 「真の独自性」即ち異質性を強調すればするほど、民族という単位
は細分化されざるを得ないo他方、同質性を強調すればするほど、 「真の独自

性」即ち実体としての異質性は失われる(Fishman 1989c: 126)。フイツシマ

ンは、このような実態としては「微少な変異を介してしばしば相互に溶け合
[う]」場に引かれた境界線が[実態として]しばしば妥当性を欠くとしても、

その境界線が有効であったこと、即ち実際に受容されたことを無視することも
同様に合理性を欠くと主張する(Fishman 1989c: 127)。われわれの立場もこ

れに近いo問題は境界線が実態に即しているか否かではなく、境界線が受容さ
れるかどうかのである。
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それゆえに、ひとたび認識という観点を採るならば、この境界確定の困難は、
むしろ利点に転化する。逆説的ではあるが、言語間、あるいは方言間の弁別が

実態として至難の業であるが故に、言語は民族の境界標識として機能しうるの

である。フイツシマンの言葉を借りれば、 「境界の窓意性(arbitrariness of
boundary)」 (Fishman 1989c: 135)が許容されるのである。俗な言い方をす

るならば、実態として区別できないからこそ、境界線をどこに引いてもよいの

である。この逆転を媒介する要因として、次に言語境界の認識、言語的差異の
認識という問題を検討する。

3. 3　書藩的差異の認識

ふたっの言語ないし方言の異同は、図式的には図1のように示すことができ

る。厳密には言語や方言ではなく、言語様式ないしは言語バライアティという
用語を使用すべきだが(松尾1990: 77-78)ここでは単に言語と呼んでおく。

ふたっの言語は、図に示すように、共通部分Cと異なる部分aとbをもつ。異

なる部分に着目して問題のふたっの言語をそれぞれA、 Bと呼ぶことにする。

このとき言語Aは、 a、 Cふたっの部分から成り、言語Bはb、 Cふたっの
部分から成る。これがふたっの言語の関係の実態である。重要なことは、この

実態は複数の解釈を許容するということである。

ここで、言語Aを例にとって見よう。共通部分Cが十分に大きいとすれば、

同じことであるが、 bという部分が十分に′j、さいとすれば、言語Bは存在しな

いか、せいぜいのところ言語Aの方言と見なされる。既に例として掲げたロシ

ア帝国政府のウクライナ語の認識がこれである。また、 bの部分を無視すれば、
言語別ま言語Aがaの部分を欠いたものと見なされる。米国の黒人英語を「欠

如態」と見なす「言語欠如論(deficit theory)」 (Williams 1970: 3-4)がこれ
である(松尾1990: 84-85)。

他方、 bという部分が十分に大きければ、即ち共通部分Cが十分に小さけれ

ば、言語Bは言語Aと異なる言語である。

かくして、ふたっの言語のこの関係は、ふたっの言語が同一であるという判
断にも、異なるという判断にも、客観的根拠を提供する。ふたっの言語は同じ

であるとも、異なるとも言えるのである。しかも、ふたっの言語の関係を現実

に実態のレベルで確定することはできない。共通部分であれ異なる部分であれ、

その大きさを定量的に測定し、確定することはできないからである。従って、

ふたっの言語の異同は認識に依存せざるを得ない。換言すれば、ふたっの言語

の異同が実態として明証できないが故に、これを認識と判断に委ねざるを得な
いのである。 1 9世紀においてウクライナ語は、ロシア語の方言とも見なしえ

たし、ポーランド語の方言とも見なされた(中井1988: 42, Solchanyk 1985:
58)<　あるいはベラルーシ語のように、ロシア語や、ポーランドや、果てはウ
クライナ語の方言(Wexler1985: 38)とも見なしうるのである。

同様にして、マケドニア語(Macedonian)はブルガリア語(Bulgarian)の

方言でもありうるし、独立の言語でもありうる(Friedman1993: 163, Gergeoff
1981: 52)c　モルダヴィア語(Moldavian, Moldovan)は、ルーマニア語

28



(Romar血n)の方言でもありうるし、かつてソ連当局が主張したように独自

の言語でもありうる(Rogers 1981: 235)<　ガリシア語(Galician)はポルトガ
ル語(Portuguese)の方言でもありうるし、独立の言語でもありうる(Henderson

1996: 250)<東北タイのラオ人の言語は、タイ語(Thai)の方言でもありうる
し、独自の言語でもありうる(山下1996: 17-21),

このような言語の異同の実態は、併合主義的主張にも、分離主義的主張にも

基礎を提供する(Kedourie 1985: 123)。インドにおいてかつてヒンディ一語
の方言と見なされてきた多くの言語が、例えばマイテイル語(Maithili)やラ

ジャスタン語(R由asthani)が、独立の言語であること主張し始めたこともこ

の例であろう(Chaklader 1990: 231)。シライ-キ語(Siraiki)がパンジャブ
請(Punjabi)の方言ではなく独立の言語であることを主張するパキスタンの
シライ-キ運動(Rahman 1995: 2-4)も同様であるO

以上の議論から明らかなことは、言語と言語、言語と方言の区別は本来的に

認識と判断に依存するということである。これは、民族の境界標識としての言
語が政治的な操作可能性を多分に有することを意味する。言語の実態としての

操作可能性については、後に国家との関わりにおいて検討するが、このような
操作可能性が、言語が民族の境界標識としてしばしば利用される理由のひとつ
であると言ってよいであろう。

言語の境界は、現実にもまた単純なモデルによっても、確定が困難である。

しかしながら、この不確定性そのものが、境界を、少なくとも認識においては、

任意に設定することを容易にする。アンダーソン(Benedict Anderson)は、
民族は「想像上において有限な(imagined as limited) 」共同体であるとする

(Anderson 1983: 15-16)が、この論理を突き詰めれば有限性を保証する境界
もまた「想像」のものではなかろうか。もしそうであるとするならば、言語はこ

の「想像の境界」として最適であると言える。言語は、汎スラブ主義にも、汎

トルコ主義にも、またウクライナ分離主義にも、クロアチア分離主義にも、ス

ロヴァキア分離主義にも客観的な基盤と認識しうるものを提供するからである。
仮にそうでないとするならば、ロシア革命前後言語間題をめぐって中央アジか

らクリミア半島にかけて荒れ狂った汎トルコ主義対「言語的地域主義(linguistic
particularism)」の大論争(Lazzerini 1985: 113-114)が起こるはずもなかっ
たであろう。

これまでの議論は、言語が民族の境界標識として、即ち民族の弁別特性とし

て多用される理由のひとつが、言語境界の確定の困難にもとづく任意的な言語

境界の設定の容易さにあることを明らかにした。言語と言語の間の境界を現実

に確定することが困難であるからこそ、認識の次元で成立すればよいという弁
別特性の特質を媒介として、認識の上で任意に境界を設定することが容易にな
るのである。極端な場合、セルビア語とクロアチア語のような、あるいはタタ

ール語(Tatar)とバシキール語(Bashkir) (田中1981: 163)のような微少

な差異をもって別個の言語とすることもできれば、中国語やモルドヴァ語

(Mordvinian) (Kreindler 1985: 237-238)のように相互に理解不可能なほど
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の差異をも単一の言語として包摂することも可能であるoいずれの場合にも、
言語が民族を分かっ境界として機能する。そして、言語が民族を分かつ境界と

して機能する限り、言語が民族のアイデンティティの基盤であると言えるであ

ろう。少なくとも価値や情念を削ぎ落とした最も狭い意味でのアイデンティテ
ィの基盤であることは否定できない。

言うまでもなく、問題をアイデンティティに限定したとしても、言語はナシ
ョナリズムにおいてこのようなアイデンティティの論理的に最も根源的な基盤

を提供するだけではない。弁別特性としての言語は、フイツシマンの主張する

ように感情と行動における民族の現在と過去を結ぶ強固な紐帯となる

(Fishman 1989c: 274)<　この意味では、言語はわれわれが明らかにしたよう
に民族の境界を提供するだけでなく、それをはるかに超えて、民族の真正の独

自性(authenticity)の、常にではないにせよ、証左となるO換言すれば、言
語は、民族の境界の客観的妥当性のみならず、境界によって定立される民族そ

のものの歴史的真正性、独自性をも保証する。アイデンティティのこの側面が

ナショナリズムにおいてもつ意味の重要性は否定できないが、本稿はあくまで、
民族の境界の問題に議論を限定する。

3. 4　規範としての弁別特性

弁別特性に関するふたっの命題は、認識において成立すればよく、必ずしも

実態と一致する必要はないO　このことは、弁別特性に関するふたっの命題の妥
当性は、常に実態と認識というふたっの次元で考慮しなければならないことを
意味する。この点に関しては、これまでに掲げた事例によって明らかにしえた

はずである。しかしながら、ナショナリズムにおける言語の機能の十全な理解
のためには、このふたっの次元では足りない。今ひとつ新たな次元を考慮に入

れる必要がある。それが規範という次元である。ここで言う規範は必ずしも、

倫理的道徳的なものである必要はなく、場合によっては政策や綱額の背景にあ

る原理をも含むものとする。また、弁別特性の弁別能力の実態と認識を補完し、
強化する綱額、計画、政策、あるいは(既に規範の範噂から逸脱するが)その

実施をも含むものとする。例えば、ホブズボーム(EricHobsbawm)の言う、

ナショナリズム運動の一環としての「伝統の発明(invention of tradition) 」

(Hobsbawm 1983: 1, 9, 13-14)をも含むものとする。言語に関して言えば、

標準国語(standard national language)の創没(Hobsbawm 1983: 14)をも
含むものとする。

結論を先取りして言えば、弁別特性に関するふたっの命題が実態と認識にお
いて妥当性に欠けるとしても、規範として強力であれば、民族の弁別特性とな
りうる。

ナショナリズムにおける言語の機能に関して、実態と規範を明示的に区別し
て論じているのはフイツシマンである。ナショナリズムの発展に伴い、言語と

民族の関係が「今や原因であり、目標であり、義務となった(Fishman 1989c:

279)」と述べるとき、フイツシマンは明らかに規範として言語の重要性を認識
していると言えるであろう。本稿冒頭に掲げた民族と言語に関する多くの言明
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は、フイツシマンの指摘するように、規範や願望としてみるならば、まさに何
の不思議もない。 「アイルランド語(Gaelic)なき自由も、自由なきアイルラン

ド語もアイルランドにあらず」 (Fishman 1989c: 279に引用)はこの次元にお
いて妥当するのである。

弁別特性に関するふたっの命題が規範化されるとき、それは異質化、同質化
の理念、政策、運動となる。言語に即して言えば、自民族の言語が他の民族の

言語と異なることを明証し、当該言語が自民族に共有されることを明証するこ
とにはかならない。

われわれが弁別特性としての言語の対外的異質性と対内的同質性の規範化を
検討する際参考になるのは、フロフの議論であろう。フロフは、 1 9催紀ヨー

ロッパの小民族(smaller nations)のナショナリズム運動の分析において、運
動の展開を次の三段階に分ける。

フェイズA :少数の知識人の民族の言語等-の関心
政治的関心希薄

フェイズB :少数の民族主義者の政治的活動
組織的基盤脆弱

フェイズC:大衆化

民族主義組織拡大

(Hroch 1985: 22-23)

フロフによれば、フェイズB即ち政治的煽動(patriotic agitation)期にお
いて、言語、より正確には言語綱領(language programme)が重要な役割を
果たした(Hr∝h 1992: 199)t　そして、ナショナリズムにおける言語綱領は次
の4つの段階に分けられる。

(1)　知識人の言語への関心と称揚

(2)　言語の異質性の実証、標準化、規範化、洗練(主に文学)
(3)　大衆-の普及と受容、教育

(4)　制度化、民族言語の地位の確立

(Hroch 1992: 200-202)

これらの言語要求(language demands)は、ナショナリズム運動の発展に

伴い、それぞれ次の段階に順次包摂されていった(Hroch 1992: 202)。場合に

よっては、この四つが同時進行的に追求されることもある。一般的に言って、
寡-の段階は異質化の問題であり、第三,四の段階は同質化の問題である。第

二の段階は、双方に関わる。いずれにせよ、フロブのこの定式は、言語に関す
る同質性命題と異質性命題が規範化されるときの重要な項目をほぼ網羅してい
る。

規範としての弁別特性に関するふたつの命題は、発現の形態を些か異にする。
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ここでは、まず言語に関して異質性命題を検討し、次いで次節において言語に

関して同質性命題を検討する。後者は、次節で論ずる近代社会ないしは近代国
家における言語の機能と密接に関連するからである。

3・ 5　弁別特性の異質化と同質化

弁別特性の対外的異質性と対内的異質性が規範化されるとき、弁別特性とし

ての言語に即して言えば、言語の対外的異質化と言語の対内的同質化として発

現する。われわれの定義に従えば、ナショナリズムは民族(あるいは国民)と

国家の一致を目標とする。このとき、国家から民族-という方向と民族から国
家-という方向があることは既に述べた。言語が弁別特性である限りにおいて、

その異質化と同質化は、このようなナショナリズムのベクトルの中で明確な位
置を占める。ひとつは、言語の異質化を媒介として民族が定立され、民族によ

る国家の形成に向かう方向であり、国家がまず成立して言語の同質化を媒介と

して国民が形成される方向である。民族が自身の単一民族的な(corresponding
monoethnic)国家を創造することを求めるプロセス(Fishman 1989c: 133)

「nation-state」と国家という枠組みが十分に強固で永続的であるところで、

多様の言語的文化的集団から共通の民族(nationality)を創造する(Fishman
1989c: 129)場合とがこれに当たる。このふたっを図式的に示したのが図2で

ある。ときには、かつてのハンガリー王国のように、このふたっの過程が多少

のタイムラグはあるにせよほぼ同時的に進行するかに見える場合もある。ハン
ガリー王国の場合、勿論言語の異質性から出発して最終的に国民に至るすべて

の経路を辿るとも解せないではない。また、多くの独立国のように、国家を形

成しつつ同時に国民(われわれの言葉で言えば民族)をも形成する必要に迫ら
れる場合もある。

異質化と同質化は、無論言語についてのみ妥当するわけではない。他の弁別
特性についても妥当する。宗教を国教化する事例、例えば、イランやスリラン

カなどの例は少なくない。あるいは、極端な事例としては、モブツ(Joseph-
Desire Mobutu、後にMobutu Sese-Sekoと改名)政権下のザイール化のよう
に国民の日常的生活まで規制し、女性が「退廃的な」ヨーロッパ風のスカート

やスラックスを着用することやカツラをかぶることを禁止された例もある(小

田1989: 189)。民族の弁別特性としての言語の異質化と同質化についても、多

くの事例があるが、既に他の個所で論じた(Matsuo 1999a: 91-96)のでここ
で事例を挙げることは控えて、必要に応じ後に論ずる。

弁別特性の異質化と同質化がなにゆえに必要となるかについては、異質化に
ついては、既に民族(ないしは国民)にとっての境界の必要性の議論によって

明らかにした。ごく些末とも思える差異すら境界として機能し、異質化の一手

段となりうる。例えば、ユネスコは、 1966年にマンデ語(Mande,マンデ

インゴ語Mandingo,マンディング語Mandingなど多くの別称あり)を含む
アフリカの幾つかの言語のそれぞれについて表記体系の統一を提案する会議を

開いた。マンデ語についても共通のローマ字体系が提案されたが、どの関係国

も提案の一部分を採用したに過ぎなかった。その結果、同じ単語が国により、
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segin, seyin, seeginなどと異なって表記されることとなった(Calvet 1998:

153-154)のもこの一例であった。また、 2 0健紀初頭アルバニア人が自己の

言語の表記にローマ字とギリシア文字の混合形態であるスタンプ-ル文字
(Sta皿boul alphabet)を選んだのは、アルバニア人が求め続けてきた、独自
の民族である証であった(Trix 1997: 21),

他方、同質化の必要性に関しては、次節で国家との関係で論ずる。

3. 6　諸計画
弁別特性としての言語の異質化と同質化は、社会言語学に言う「言語計画
(language planning)」として理解することができる。

言語計画をナショナリズムとの関連で最初に本格的に論じたのは、おそらく

1 9 73年初出のフイツシマン(Fishman1989c)であろう。フイツシマンは、
多くのナショナリストの言説を渉猟して言語計画の様々な理念、手順、段階を
抽出し、ナショナリズムにとって言語計画が如何に重要であったかを明らかに

している。ナショナリズムは、民族のアイデンティティの確立と、近代化(わ

れわれの用語で言えば近代産業社会形成)のために、土着言語に依存せざるを
得なかった、そしてそのために言語計画、あるいはウェクスラー(PaulWexler

1974: 2)の言葉を借りれば言語に対する意識的政策的な「規範的干渉

(prescriptive intervention)」が必要とされたというのがブイツシマンの結論
である(Fishman 1989: 273)。本稿も基本的にはフイツシマンと同じ問題意識

から出発するが、ナショナリズムにとって弁別特性としての言語の規範化、即
ち同質化と異質化が必要であったことは既に論証したので、言語計画と称され

る多様な言語-の干渉と操作が、いかなる意味で異質化であり、同質化であっ

たか、またときには同時のその双方であったかを明らかにし、それがナショナ
リズムの最終目標である民族と国家の一致あるいは文化と国家の一致にどのよ

うに寄与したかを明かにすることが本稿の目的である。

言語計画とは、最も広い意味では、クーパー(KobertCooper)によれば、

「言語コードの修得、構造、 [社会的]機能の配分に関して他者の行動に影
響を与えるための意識的な努力」 (Cooper 1989: 45)

である。われわれの観点からすれば、他者の言語「行動」のみならず、 「認識」
をも定義に加えるべきであろう。また、われわれの関心からして、ここでは言

語計画の論議にあたって、その主体をナショナリズム運動だけに限定する。上

掲のフロフの言語綱領に挙げられた項目はほぼすべて言語計画と呼ばれる活動
に含まれる。

言語計画については、多くの定義が提案されている。例えば、言語計画は、

大別してふたっの種類に分かたれる。実体化(corpus planning)と制度化(status
planning)がそれである。実体化は、言語要素あるいは言語要素の集合の創造、
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変更、選択の試みである。他方、制度化は、社会に存在する複数の一般には代

替的な言語様式に社会的機能(圏帯、公用語、裁判用語、教育用語、授業科目
としての言語様式あるいは家庭のみでの使用)を配分することを意味する

(Cooper 1989: 31-32)。また、ハウゲン(Einar Haugen 1972: 252)の有名
な定義によれば、

選定(selection)

規範化(codification)

精密化(elaboration)

受容(acceptance)

の4つの過程から成るとされる。

ここでは、言語計画が特定の言語、方言、語嚢、綴り字などの選択を行うこ
とと、選択の結果を特定の集団、例えば国民や民族の間に定着させることから

成る(Fasold 1984: 246)ことをまず確認しておく必要があろう。われわれの

用語法に従えば、言語の異質化と同質化は常にこのふたっの過程、即ち選択と

定着という過程から構成される。以下、選択の過程に着目して言語の異質化と
同質化の問題を検討する。

3. 7　音藩の異質化

民族の弁別特性としての言語が規範となるとき、ナショナリズムにとって言
語の異質化が課題となる。換言すれば、ナショナリズムは自民族の言語が他民

族の言語と異なることを示さなければならない。このような異質化の具体的あ

り方として、言語の定立、言語の造成、言語の純化という三つの場合が考えら
れる。

隔絶言語(abstand language)と呼ばれる他の言語と混同の余地がないほど
に隔たった言語や、長い書き言葉の歴史をもつ言語の場合、異質化は問題にな

らない。弁別特性としての言語の異質性は実体の次元ですでに成立しているか

らである。異質化の課題に直面するのは、実体の上でも認識の上でも自らの言
語の異質性が妥当しないときである。エンゲルスの言葉で言えば、 「歴史なき

民族(unhistorical nation)」註)の場合こそ、このような必要は痛切である。

歴史的な事例を上げれば、 -ブスプルク帝国、ロシア帝国、オスマン・トルコ
帝国といった「諸民族の牢獄」で坤吟していた多くの従属的民族がその例であ

る。 「歴史なき民族」は、既に例としてあげたウクライナ民族がそう看撤され
たように言わば「言葉なき民族」でもあったからである。彼らは、それゆえ、

まず、自らの言語が他の(一般的には支配的集皆の)言語と異なることを、換

言すれば自らの言語の存在を、証明することから始めなければならなかった。
文法書、辞書の編纂、標準語の確立、その言語で書かれた文学作品、聖書の翻

訳などが書落の存在を証明するものとみなされてきた。より広い範囲では、自

民族の歴史の編纂、民話の収集などもこれに類する活動と言えよう。しかも、
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しばしばこの前提として文字と正書法を確立する必要すらあった(オーキー

1987: 105-106)<　このとき、ナショナリズムが直面したのは、どの方言を選択
するかという問題であったoバクゲンの言う「選択」の問盾である。既に述べ

たように、ナショナリズムの目の前に存在したのは、少数の例外を除いて明確
な境界線を引くことの困難な、言わば方言の連続体であったからである。それ
は、ウクライナ語の事例に見たように、当該民族は固有の言語をもたないとい

う主張にすら根拠を与えるほどのものであった。これは、ナショナリズムにお

ける国語や標準語の選定と密接に関わる事柄であるので、後に標準語の問題を
論ずる際に詳細な検討を加える。

註)ェンゲルスは、この概念、即ち国家なき民族という概念を--ゲルから借用した
とされる(Parkin細n l977: 134)]

勿論、上述のすべての活動が、言語の存在を証明し、それを以て民族の存在
を証明するという、民族的あるいは政治的意図をもって行なわれたわけではな

い(Buck 1916: 49)c例えば、 1 79 2年に『チェコの言葉と文学の歴史』を

表わし「チェコ文献学の父」と呼ばれるヨゼフ・ドプロフスキー(Dobrovsky)
の関心は、純然たる学問的なものであり、チェコ語の再興の期待をもっていた

わけではないと言われ(Buck 1916: 58)、リトアニア語を再評価し、リトアニ

ア民族意識を維持したのは、政治とはまったく無関係な1 9世紀初頭に始まる

比較言語学のリトアニア語研究であったと言われる(Buck 1916: 55-56)0

他方、この対極には、トランシルヴァニアのアルデレア学派(血delean

School)のような(Eoger8 1981: 234)、明らかに政治的意図をもった活動もあ

るoアルデレアン学派の活動は、ルーマニア語のラテン性(Latinity)を、即
ちバルカンの諸言語との差異を明らかにすることを大きな動機とするものであ

った(Rogers 1918: 232)tそれはルーマニア語の言語としての存在を証明する
ことにはかならない。アルデレアン学派は、ルーマニア語の吾桑のラテン語起

源を明らかにし、非ラテン語起源の語嚢を辞書から除いて純化し、キリル文字
の使用に反対した(Rogers 1981: 232-233)。

このような努力とは別に、マレー語をインドネシア語(Indonesian)あるい
はマレーシア語(Malaysian)と称するように、名称だけを固有のものにして

民族の独自性と固有性を強調することも十分に考えられることである0

上述の言語の定立と類似した概念に「書落の造成」がある。田中克彦によれ
ば、 「造成言語(Ausbau language)」とは、 「周辺言語からの距離を保っため

に、絶えずその差異を強調することによって造成しなければならない言語、あ

るいは方言」 (田中1981: 162)である。しかし、この定義からは、上で論じ
た言語の定立との区別は判然としない。実際、このふたっには現実の行為とし
ては、共通する部分が多い。

現在のモルドバ(Moldova)を併合した後、ソ連はこの地方のルーマニア人
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をモルダビア人(Moldavian)と呼び、その言語もルーマニア語とは異なるモ
ルダビア語なる名称を冠し、独立した言語であるとした。しかもルーマニア語

とは異なり、キリル文字表記に変更した(田中1981: 163-164, Rogers 1981:
235)oラテン文字を使い続けた文学者は、スラブ起源の言語を「ルーマニア化

(hmanise)」することを企んだとして処罰された(Eyal l990: 126-127)(

モルダビア語の造成と同様に民族の分断というきわめて政治的な意図をもっ
た言語造成政策はソ連領中央アジアにおいても実施された。前述のように、中

央アジアからコ-カサスあるいはクリミアに至るイスラム諸民族は、イラン系

の言語であるタジク語を例外として、方言や言語に分割することの困難な連続

体を成すチュルク系言語を使用していた(Comrie 1981: 42)<　このような方言
の連続体を、数多くの民族語に分割したのは、 「ムスリム諸民族の間には、…、

強力な文章語が出現しないように各民族ごとに言語を分割するのがよい」 (山

内1986: 254)というイスラム諸民族分断の意図が働いていたことは否めまい。

ノルウェーは、 1 5世紀以来デンマークの支配下にあり、この間、デンマー

ク語が公用語であった。北欧の3言語、デンマーク語、ノルウェー語、スウェ
ーデン語は、元来極めて近縁であり「ノルウェー語は、スウェーデン語でしゃ

べったデンマーク語である」と言われるほどに、相互の理解可能性が高い

(Haugen 1990: 147, 151)。ノルウェー語は、国家によって「造成」された、
即ち、新たな独立固有の言語としての地位を与えられたに過ぎないという見方

さえある(田中克彦1981‥160,同1988:126)(この経緯を振り返ってみよう。
ノルウェー語には今日公用語として二つの形がある。ニューノルスク

(Nynorsk, New Norwegian)と、ブックモール(Bokmal, book language)
がそれである。ノルウェーは1 8 14年デンマークより独立したが、独立のノ

ルウェー語などというものはその時存在しなかった。上流階級は、ノルウェー

風発音のデンマーク語と、ノルウェー語の都市方言の混合物を使用していた。
都市下層階級は、デンマーク語の影響を受けた方言を使用し、農村部では本来

のノルウェー語方言を使用していた。方言の連続体であるか否かは別として、
ノルウェーもまた選択に直面せざるを得なかったのである。

独立直後のこのような状況の中で、新たなノルウェー語を確立しようという
ふたっの動きが起った。ひとつは、デンマーク語を改定して都市上流階級のデ

ンマーク語風のノルウェー語に近づけようという動きである。こうして生まれ

たのが、リクスモール(Eiksmal, statelanguage)、後のブックモールとなる。
他のひとつは、教師であり、ノルウェー方言の研究家でもあった、イヴァ-ル・

オーセン(Ivar Aasen)の考案したランスモール(Landsmal, language of the
country)、今日のニューノルスクの前身である。これは、主として西部の方言、
オーセンによれば、デンマーク語による汚染の最も少ない方言にもとづいたも

のであった。ナショナリズムの高揚とともに、 1885年ランスモールは、リ

クスモールと対等の公用語となった。以後、統一の国語を樹立する試みが頻繁

に行なわれたが、結局成功には至らなかった(取udgill 1974: 149-154),ノル
ウェーは、選択に直面し、選択肢をひとつに絞り切れず、独自の言語をふたっ
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も造成したのである。

言語の純化もまた、言語の異質化のひとつの方法である。言語の純化あるい

は純化主義(purism)は一般に、外来の言語要素を排除し、固有の要素に置換

する規範化を指すo純化主義の最も端的な表われは、外来の語嚢の固有の語嚢
による置換あるいは翻訳であるo上述のアルデレア学派が、非ラテン系の語嚢

を辞書から削除したのもこの例と言えようoまた、例えば、ヒンディ一語とウ
ルドゥー語分化の過程では、ヒンディ一語擁議派は、アラビア語、ペルシャ語

起源の語嚢をサンスクリット起源のそれに置換し、ウルドゥー語擁護派は、サ
スクリット起源の語嚢をアラビア、ペルシャ系のそれに置換した(Mobbs 1981:

205)o結果が、ウルドゥー語とヒンディ一語-の分化であったことは周知のと

おりであるo順化運動に見られる語嚢の取捨選択は、上掲のハウゲンの定義に

従えば、 「精酎ヒ」の範噂に含まれるが、自らの言語を異質化する機能をもっ
ことはこれらの事例から明らかであろう。

純化運動は、しかし、すべての外来の言語要素を対象にするわけではない。
対象はきわめて選択的であるo言語の純化が弁別特性としての言語の異質化で

ある限りにおいて、既に明かにしたとおり他のすべての言語と異なることを要
しないからであるo即ち弁別的であれば十分だからである。-この選択的排除と

も呼ぶべきものは、フランス語純化主義者の場合にも妥当する。彼らは、ドイ

ツ語には反対しないoウェクスラー(Wexler1974:ll, 32)の指摘するように、
このような表面的悪意性は、純化主義運動の背後にある非言語的動機に帰せら

れるo今日ドイツ語の脅威は英語ほどではないからである(Weinstein 1989:
5-4)

純化主義における排除ないしは置換の対象となるのは、主として外来の即ち

非内生的な要素であるが、言語内の非標準的な口語や俗語である場合もある。
例えば、 「英語からの借用と地域的な特殊性を除いて純化されたフランス語口
語文語の維持と拡大を共通の目標のひとつ」とする国際的な運動であるフラン

ス語運動(Francophonie)においてはそうである(Weinstein 1989: 53-54. 59),

従って、純化運動とは、特定の好ましくないと見なされる言語様式をの侵入

や影響を排除することなのであるOそして、純化運動のこのような選択性臥

言語の異質性という命居の論理的帰結でもあると同時に、純化運動の真の動機

が言語の純化そのものではないことにもよる。しかも、言語の純化は、言語の

異質化のみに帰すべきものでもない。多くのナショナリズムの主張するように、
「支配を拒絶し、自己のアイデンティティを主張する社会的行為の言語的表現

である」 (Annamalai1989: 230)こともあれば、他方、フランス語運動に見ら
れるように、 「下位様式による上位様式の置換は、ある階級による社会の支配

権の喪失と看放されるoいずれの変化も社会を定義する象徴を変更し、権力と

富と威信に影響を与える」 (Weinstein 1989: 54)ことからして、支配的地位を
維持するための純化運動もあるo要するに、純化主義は、 「共同体や民族の抵

抗と権力獲得の時期における・・・外発的な言語規範に抵抗するあるいはそれを置

換する、あるいは社会内部の崩壊によって脅威を受けている規範を維持する調
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整戦略」 (Jernudd1989:3)となりうるのである。

従って結論的に言えば、言語の純化は、ナショナリズムにおける言語の異質
化のひとつの戦略であり、また、フランス語運動に見られるように、言語の同

質性を維持することを意図した同質化の戦略ともなりうる。

4　国家と書帯

前述のようにナショナリズムは、言わば国家から出発することもあれば、民

族から出発することもある。 「民族、簡士、言語」を聖なる三位一体とするフ

イツシマン(Fishman 1989c: 274)に倣って、言語という項を加えるわれわれ
の立場からすれば国家一言語一民族という三位一体が成立するであろう。この

三位一体にもとづけば、図2に示したように、言語から出発して民族を経由し

国家に至る経路と、国家から出発して言語を経由して国民(民族)に至る経路

が存在することは既に述べたとおりである。前者については前節で検討した。
言語から出発して民族を介して国家に至る経路においては、言語はどちらかと

言えば民族のアイデンティティとの関わりが大であった。これに対して後者の

経路では、あくまで相対的なものではあるが、言語は民族の利害との関わりが
大である。

以下、ゲルナ- (Gellner 1983)の議論を参考にしながら、国家と言語の関
わりをナショナリズムとの関連において検討する。

われわれのナショナリズムの定義からして、国家の存在なくしてナショナリ

ズムはありえない。ゲルナ- (Gellner 1983: 4)の指摘するとおり、国家なる

ものが存在しなければ、国家の境界と民族の境界が逸するか否かを問うことも、

願うこともできないからであるO　しかし、われわれの関心は、国家と言語の一

般的関係を検討することではなく、ナショナリズム運動が国家を希求するとき、
あるいは国家を獲得したとき、言語がいかなる意義をもつのかと言うところに
ある。

4. 1近代産業社会における言寄の重要性

ゲルナ一によれば、近代産業社会は、強力な技術と持続的な努展を基礎とす

る社会である(Gellner 1983: 33)。この社会は、共通の一般的訓練を受けたも

のは誰でもさしたる困難なく大多数の他の職業用の再訓練が可能であるという

意味での、高い職業上の流動性を必要とする社会である(Gellner 1983: 28)c
その構成員は流動的であり、ある職場から他の職場に移動できなくてはならな
い、そして新たな職場や職業のマニュアルと指令に従うことを可能にする一般

的訓練を受けていなければならない(Gellner 1983: 35)0

この流動性が保証されるためには、一定水準以上の共通の知的技能的訓練に
加えて、未知の人間の間に持続的で頻繁で正確なコミュニケーションが要求さ

れる(Gellner 1983: 34)。活動に際して、人は、それまで面識のない、それ故
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に文脈に依存するのではなく明示的なコミュニケーションを行う必要のある多
くの人々と、絶えずコミュニケーションを行わなければならない。そのうえ彼

らは、文書による、非人格的な、文脈に依存しない、 「関係者各位」的なメッ
セージによってコミュニケーションができなくてはならない(Gellner 1983:

34-35),このようなコミュニケーションが成立するためには、 「標準化された

・・・書き言葉」 (Gellner 1983: 34)が必要であることは論を侯たない。 「同一の
共有される標準化された言語と文字によらなければならない」 (GeUner 1983:

35)からである。近代産業社会は、人類の歴史上初めて、明示的で、相当程度

正確なコミュニケーションが一般的にかつ広範に使用され、重要性をもつよう

になった社会である(Gellner l983: 33)(バーンステイン(Basil Bernstein)
が、文脈から相対的に自由で明示的な普遍志向的な言語表現を生み出す「精密

コード(elaborate code)」と、文脈に拘束され個別主義的な言語表現を生み出
す「限定コード(restricted code)」の区別を提唱した(Bernstein 1972: 167-

168)ことはよく知られるが、近代産業社会とは、この「精密コード」の使用

がが普遍化した社会であるo産業社会は、ほとんどすべての人が識字能力をも

ち、文脈に依存した喰り声や会釈によってではなく、精密コードで、即ち明示

的でかなり規則的な文章によってコミュニケーションを行うようになった時代
である(Gellner 1983: 50-51)0

言語的多様性は、第一次、第二次産業の基本的生産活動では許容されるが、

主として情報を生産し分配する「高度の第三次」産業では、高いコストに転化
しかねない。より単純化して言えば、工場や農場では、ピジンや大まかな翻訳

で十分であるが、オフィスでは不可能である。従って経済近代化とともに、同

化か隔離(つまり、単一言語企業)が経済的必要となる(Rogowski 1985:
100-101)(

要するに、近代産業社会の核心的特質は、普遍的識字能力と高度の技能及び

他の一般的洗練を機能的前提とすることである(Gellner 1983: 35)<そして、
このような社会的到達点を保証するのは公教育のみである。今や巨大で不可欠

のものとなった教育を維持しうるのは国家だけである(Geher 1983: 34, 37,
38)<

このように近代産業社会は、共通の標準化された言語、共通の標準化された

文化を必要とする社会であるoそして、共通の文化、とりわけ言語を教育を通

じて持続的に再生産できるのは、国家のみである。ここに、国家と文化の境界
が一致しなければならないという要請が生まれる。ゲルナ一によれば、ナショ

ナリズムとは、この要請を果たすべく誕生した時代の産物である。ナショナリ
ズムの究極的目標が、ゲルナ-の言葉を借りれば、国家と文化の一致にあるの
はこの故である。

°　　一　　°　　t

ナショナリズムにとって、言語が民族の弁別特性となりうることは既に明ら
かにしたoしかし、言語は民族の(ゲルナ-の用語を借りれば、文化の)弁別
特性となりうるにとどまらないoゲルナ一によれば、近代産業社会にあっては、
言語は、就中共通の書き言葉は、既に見た如く必須の要請でもある。ナショナ
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リズムは、共通の書き言葉あるいは高位文化と、それを維持、再生産するため

の政治機構、即ち国家とを、一致させるために生まれたのである。ゲルナ-の
この説に従うとすれば、ナショナリズムにとって、言語は、最優先事項のひと

つとなる。言語は、民族の弁別特性となりうるのみならず、最優先課題でもあ

る。多くのナショナリズムにおいて言語が重要な役割を担った理由をここに見
ることができる。

因みに、ゲルナ-のこの議論は、近代化過程以前の社会にあって、多くの場

合言語が集団の規定要因とならないことも説明しうる註)。近代化以前の社会に
あっては、言語は民族集団の弁別特性となりうるが、弁別特性となることを要
請する社会経済的要因がないからである。

註)言語や方言の差異が集団の境界とならない例としては、例えば、コロンビア・ブラ
ジル国境のヴァウペス(Vaupes)インディアン(Jackson 1989: 58-59, 6卜62,64)、
東南アジアのルー(Lue) (Moerman, 1965: 1217-1218)、タイ(Tai) (Keyes 1995:
151)、中国のミヤオ(苗, Miao) (Dia舶nd 1995: 94)などG

4. 2　非支配的集団のナショナリズムと言藩:ゲルナ-批判
ゲルナ-の議論が、ナショナリズムにおける言語の重要性を鮮やかに摘出し

たことは確かであるが、解決する以上に多くの問題を提起したこともまた否定
できない。

ひとつは、近代国家にとって言語の共通性は果たして必須の要件であるかと

いう問題である。例えば、スイスのような多言語国家の産業化の成功を如何に

して説明するかという問題である(Pi-Sunyer 1985: 272)。ベルギーについて
もおそらく同様の問題が提起されるであろう。この問題提起は、ゲルナ-の言

う「言語の共通性」概念の暖味さに由来する。近代産業社会の要請するのは、

単一の共通の書き言葉ではなく、ゲルナ-も示唆するように(Gellner 1983:

34-35)、 「相互理解が可能な書き言葉」によるコミュニケーションなのである0

これが大多数の場合、単一の言語によるコミュニケーションであることは確か

であるが、十分な数の構成員が十分な程度の二言語(あるいは多言語)使用能

力を有していれば、ゲルナ-の設定した条件を満たすことができる。従って、
国語ないしは公用語の多言語性は、必ずしもゲルナ-の説に対する根底的な批
判とはなり得ない。

これに関連して、シンガポールのような多言語国家の経済的成功についても

触れておく必要があろう。社会の多数派の言語であれ少数派の言語であれ、あ
るいは非土着的な言語であれ、政府と企業を含む公的な場で流通する共通の言

語が十分に機能していればゲルナ-の条件は満たされるO例えば、シンガポー

ルの場合、英語の識字能力は1 9 8 5年の推定で全人口の3 5%程度に普及し

ている(Grimes1992: 734),しかも、この傾向は増大する趨勢にある(Gupta
and Siew 1995: 301),そもそも単一言語国家の共通語も、この場合の共通語

と大なり小なり共通する性格をもっている。この点に関しては、共通の標準語
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と母語ないしは土着言語の関係として後に詳細に検討する。

ゲルナ-の理論に従えば、経済がグローバル化する今日、その要請を満たす

言語状況が生まれるはずである。対面しない(多くの場合不特定多数の)相手

と国境を越えて、電話や、 Fjuや、 e」nai1によってコミュニケーションを行
う必要は日々増大しているといって過言であるまい。ゲルナ-の論理からして、

このために共通の標準的な書き言葉が要請されることは明白である。英語がこ
のリンガ・フランカの役割を果たしつつあるという趨勢は、英語帝国主義を如

何に非難してもとどめようがないように思われるQゲルナ-のナショナリズム
論の行き着く涯はインターナショナリズムであろうか。

とはいえ、英語が世界共通語となることは、ここの国語や土着の言語が消滅

することを直ちには意味しない。それは、国語や標準語と、少数言語、地方言
語、方言との関係と同じである○これについては標準語の問題と合せて後に論
ずる。

ナショナリズムは、繰り返し述べたように政治的なものと文化的なものとい

うふたっの構成要素を含む。 「あらゆるナショナリズムは、組織的行動という
政治的次元と集団を統合する集団-の帰属という文化的次元を共有する」 (Pi-

Sunyer 1985: 257-258)のである。にもかかわらず、ゲルナ-の議論は、 「ナ
ショナリズムの物質的理解[であり]、ナショナリズムを経済的基軋こ還元」

(Pi-Sunyer 1985: 273)するものでり、文化の問題を軽視するとの批判がある。

この批判は、詮ずるところ、ゲルナ-の議論においては、アイデンティティの

問題、即ち構成員が特定の民族に帰属し、かつこの帰属感によって安心を獲得
し、また民族に対して忠誠心をもつという意味でのアイデンティティの問題が

軽視されているということに尽きる。ナショナリズムが大衆の支持の調達と動

員に成功するためには、これは必須の要素であろう。ゲルナ-がこの点を重視
していないことは確かであろう。ゲルナ-の反論は、おそらく集団的アイデン

ティティは、ナショナリズムの必要条件のひとつであるにしても、固有の本質

的条件ではないということであろう。多くの宗教集団はこの条件を満たすが、

明らかにナショナリズムとは呼べない。しかも、 「ナショナリズムの教義が民
族的アイデンティティの発現あるいは表現であるというよりも、ナショナリズ
ムの教義が民族的アイデンティティを形成するというほうが正しいことがしば

しばある」 (Kedourie 1985: 146)からである。とはいえ、近代産業社会にお
けるナショナリズムと言語の関係を考えるとき、アイデンティティの問題は無

視することができない。これについては、後に共通の標準的書き言葉を論ずる
際にさらに検討を加える。

最後に取り上げるべき最も深刻な批判は、国内の非支配的集団のナショナリ
ズムと言語の関係である。ゲルナ-の理論は、国家ナショナリズムあるいは支

配的集団のナショナリズムのみを重視して、非国家集団あるいは非支配的集団

のナショナリズムを無視しているとの批判がある(Pi-Sunyer 1985: 272)。例

えば、スペインのカタロニアの場合を考えてみよう。カタロニア人(Catalans)
がスペインという国家において非支配的集団であったこと、カタロニア語がカ

41



タロニア・ナショナリズムにおいて一定の役割を果たしたことはよく知られて

いる(Brand 1985: 290,コバン1976: 280, Inglehart and Woodward

1967:38),ここで問題は、、スペインの近代化の過程で、カタロニア人がカタ

ロニア語を捨ててスペイン語に同化しなかったのはなぜかである。多くのカタ
ロニア人にとってスペイン国家の強大な圧力のもとで民族と国家を一致さえる

努力よりも、スペイン語に同化しスペインの国民となることのほうがはるかに

容易だったはずである(Pi-Sunyer 1985: 273)。勿論、このような選択に直面
したのは、カタロニア人に限らない。国内の非支配的集団の多くがこの選択に

直面してきた。ハブスプルク帝国のチュコ人、ベルギーのフランドル人のよう
に自己の言語を保持した例もあれば、アイルランド人やスコットランド人のよ

うに支配的な言語に同化した例もある。カタロニア人がカタロニア語を捨てな

かった理由として、 「カタルーニヤ人が集団的意識を維持しえたのは、疑いも

なく彼らがカタル-ニヤ語を話したからである。しかし、彼らがカタルーニヤ
語を忘れることを拒絶したのは、まさに彼らがこの集団意識を最も痛切に感じ

たときである(War 1980: 573)」と論ずるのは十分でない。既に述べたように

自己の音語を捨てたアイルランド人やスコットランド人が集団的意識を失った
わけではないからである。前掲の満州族のような極端な事例もある。また別の

観点からすれば、ここでは、二言語使用(bilingualism)と言語の維持(language

maintenance)と言語の移行(language shift)ないしは言語的同化(language
assimilation)が十分に区別されていないため、適切な問題設定が行われてい

ないという一層深刻な難点があるO　この問題を検討するため、次節で非支配的
集団のナショナリズムと言語の関係をさらに検討してみよう。

4. 3　非支配的集団のナショナ1)ズムと官爵:ダイグロッシア

前述のように、ゲルナ-の理論が非支配的集団のナショナリズムを十分に説
明できないことは確かであるが、共同体意識や民族意識だけで説明できるもの

でないこともまた明白である。ここでは、非支配的集団のナショナリズムと言
語の関係に焦点を絞って若干の理論的考察を試みる。

ここで、ロゴウスキー(Eonald Rogowski 1985)の議論に倣って、きわめ

て単純なモデルから出発しよう。以下に仮定するのは、ロゴウスキー(恥owski
1985: 91)のモデルに着想を得ているが、相当に異なるモデルである。

まず、ふたつの異なる言語集団からのみ成る極端に単純化した国家あるいは

社会を想定する。それぞれの言語集団は、ふたっの地位、エリートと非エリー
トのみから成るものと仮定する。この社会は、産業化の過程にあり、少なくと

も一定程度の社会的流動性が要請されるものとする。さらに、ふたっの言語集

臥一般化して言えば民族の関係にはふたっの極があるものとする。ひとつの

極は、ふたっの言語集団の間に厳然たる階層関係が存在する文化的分業である。
他のひとつの極は、ふたっの言語集団が同一国家の中に並立する「柱状

(pillarized.)」社会である。ふたっの集団の現実の関係は言うまでもなくこの

両極の中間に位置する。例えば、カタロニアは、柱状社会の極に近い(Rogowski
1985:99)。 1 9健紀後半から2 0億紀初頭にかけてのロシア・東欧の多くの少
数民族の位置は、文化的分業という極に近い。このモデルにおいては、完全な
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柱状社会を除いて、程度の差こそあれ、ふたつの集団の間に支配一非支配の関
係が成立するモデルでもある。

ここで、非支配的集団の構成員に可能な選択肢を考えてみよう。

ひとつは、支配的な集団の言語を受容することを拒否して自身の言語を使用
し続けることであるoこれを非支配的単一言語使用と呼ぶことにする0

他のひとつは、自身の言語を捨てて、支配的集団の言語のみを使用すること

であるoこれは、社会言語学に言う言語交替である。勿論言語的同化でもある。

民族と言語、特に非支配的民族とその言語をめぐる多くの議論の誤謬は、こ
のふたっの選択肢のほかに選択肢はないと断定することにある。具体的には、

ひとつの言語を使用能力を獲得することは、他の言語を捨てることである、他

の言語の使用能力を完全に喪失することであると、仮定するところにある。し

かし、現実には、第三の選択肢が存在する。即ち、支配的言語の使用能力を獲
得し、なおかつ非支配的言語の使用能力を保持することである。換言すれば二

言語使用であるoこの場合にも言語的同化は成立している.それゆえ、第-の
非支配的単一言語使用を除く他のふたっの選択肢を(言語的)同化と呼ぶこと
にする。

文化的分業における非支配的集団の場合、二言語使用という用語は誤りでは

ないが、厳密性に欠けるOこの場合は、ファーガソン(Charles Ferguson)の
言う「ダイグロッシア(diglossia)」と称すべきである。ダイグロッシアと札

単純化して言えば、公的、宗教的な場で用いられる言語様式(H、 highの略)
と私的な場で用いられる言語様式(L、 lowの略)とが、社会ないしは集団全
体を通じて場面に応じて徹底して使い分けられる状況を指す。スイスのドイツ

語系諸州における標準ドイツ語(Hochdeutsch)とスイス・ドイツ語
(Schweizerdeutsch) 、アラブ諸国における古典アラビア語と口語アラビア語、
ギリシャにおける純粋語(Katharevousa)と民衆語(Dhim。tdki)などがその

例である(Ferguson 1972)oファーガソンの定義では、ダイグロッシアは、例

示したように同一言語の異なる様式に限定されていたが、今日では異なる言語
間の社会的機能分化にも拡張して適用される(Fasold 1984: 40)<

非支配的言語の使用能力を維持するかどうか別として、非支配的集団が支配

的言語の能力を獲得し、支配的言語の使用能力の獲得札一般には支配的集団

のとのコミュニケーションのためであると仮定して差し支えないであろう。更

に言えば、支配的集団に参入するためであるとさえ言えるであろう。このとき、
非支配的言語の使用能力が維持されていれば、支配的言語の能力をもつ個人は、
大雑把に言って支配的集団とのコミュニケーションと、非支配的集団とのコミ

ュニケーションとで、言語を使い分けることになろう。これがダイグロッシア

である。この概念は国家あるいは民族の共通の言語を考えるとき、キーとなる
概念であり、後に更に詳しく展開する。

言うまでもないことながら、非支配的集団のすべての構成員にとって非支配

的単一言語使用と、支配的単一言静使用と、ダイグロッシアという上述の三つ
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の選択肢のすべてが常に選択可能であるとは限らない。何らかの教育の機会が
なければ、支配的言語の習得は不可能であり、それ故に選択肢は閉ざされるO

ここでは仮にすべての選択肢が可能であるとして話しを進めることしよう。そ
して、合理的選択理論に従い、すべての個人が(コストを差し引いたそして非
物質的利益をも考慮に入れた)利得の最大化を目的として行動すると仮定しお
こうoこのとき問題となるのは、非支配的集団の構成員にとって、この三つの
選択肢のうちどれがもっとも利得が大であるかということである。

結論的に言えば、選択肢の利得は、当該の非支配的民族の置かれた歴史的条
件に依存し、一義触こは定まらないoまた、エリートと非エリートでは泉なる。

例えば、イングルハートとウッドワードは、初期工業化の過渡的段階を経験し
つつある社会において言語的に同化されない場合には、言語が社会的流動性を
阻害することもある(Inglehart and Woodward 1967: 28)が、非エリートの

場合、非エリートとして支配的集団に参入することは多くの移民の事例が示す

ように、械会さえ握供されれば、ひとつの選択肢である。勿論支配的言語の習
得の機会をさえ与えらない状況にあっては、この選択肢は問題外である。かつ
てのハンガリー王国における「マジャール化」は、しばしば、スロヴァキア人、

クロアティア人、ルーマニア人の子供が、マジャール語を学ぶことを強制され
たことと理解されているが、実態は、まったく教育を受けない子供の比率が次
第に増大したことである(Inglehart andWoodward 1967: 35)<ハンガリーの
マジャール語能力の要求は、十分に発達していない労働市場においてハンガリ

ー人を保護するためのものであった(テイラー1987:269-270),このように、

支配的集団の広い意味での労働市場が非支配的集団の参入を許容しない場合、
非支配的集団にとって言語的同化という選択肢は採用する意味がない。従って、
可能な選択肢は非支配的単一言語使用のみであるOここに、非支配的集団のナ

ショナリズムの旋胎する可能性を見ることは、特に伝統的エリートに加えて新
興のエリート予備軍が出現する段階では、あながち間違いではあるまい。

次に、支配的集団の労働市場が非支配的集団の編入を許容する場合はどうで
あろうかO非支配的集団の非エリートにとっては、支配的言語習得の機会が存

在するという条件の下でではあるが、言語的同化は可能な選択肢である。他方、
非支配的集団のエリートにとって臥どうであろうか。エリートにとって支配
的言語習得のコストは無視しうるものであると仮定したとき、支配的集団がェ
リートとしての編入を許容する場合は、言語的同化は十分価値のある選択肢で

あるO多くの非支配的エリートはこの途を選択している。 1 9億紀前のハンガ

リー貴族がそうであったように支配的言語の単一言語使用に移行した(南塚
1989: 161-162)ものもあれば、カタロニアのエリートのようにダイグロッシ

アに移行した(Pi-Sunyer 1985: 263)ものも少なくないo Lかし、支配的集団
がェリートとしての編入を許容しない場合、非支配的集団のエリートにとどま
ることと、支配的集団に非エリートとして参入することのいずれが利得を大に

するのであろうかo現実には、このふたっだけでなく中間的な多くの選択肢が
あることは勿論である。
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支配的言語を獲得した相当数の非支配的集のエリートを支配的なェリートの
文化と地位に同化できなければ、これら非支配集団のエリートの間にナショナ

リズムを生み出す可能性が高い。同化されないあるいは受容されない上昇志向

の非支配的集団のエリートは、ナショナリストになる(Rogowski1985:92-93)t
ここで注意すべきは、 「受容されない」という点である。言語的、文化的に同
化しても受容されないならば、上昇志向的非支配的集団の構成員の間にナショ

ナリズムが生まれる可能性は高い。多くのナショナリズム運動において非支配

的集団の指導層が二言語使用者であったことは周知の事実である。カタロニア

についても同様である(Inglehart and Woodward 1967: 37, Pi-Sunyer 1985:

263,273)。ここにもまた、ナショナリズム出現の契機を見出すことができる。

上述の議論が、非支配的集団のナショナリズムのすべての源泉を網羅したわ
けではないが、言語との関連でのみ考えてもナショナリズムの発生する可能性
は十分にあると言えるであろう。

4. 4　共通の書き言葉

ナショナリズムが国家と民族の一致を求めるとき、言語は、民族の弁別特性

としてその根拠となりうるだけでなく、実現すべき最優先課題である。問題は、

ナショナリズムが言語の共通性を媒介として国家と民族の一致という問題を解

決したことではなく、解決すべく生まれたところにある。問題が解決された後
はともかく、それ以前においては国家と民族と共通の言語とがすべて既成事実

として存在するわけではないからである。ここでは、本稿の問題関心からして、
言語、とりわけ共通の言語に焦点を絞って検討する。

上述のゲルナ-の言語に関する議論は多くの論点を示唆するが、ゲルナ-の
指摘する言語の特質をここで整理しておこう。

まず第-に、問題の言語は、国家あるいは民族の成員に共有されていなけれ

ばならない。これは、われわれが同質性命題として定義したところである。そ

して、実体として成立することが極めて困難な命題であることも示した。後に
詳細に検討するが、ここに認識と規範の問題が生ずる。

第二に、問題の言語は近代産業社会の要請からして書き言葉でなくてはなら

ない。これは、われわれがこれまで検討してこなかった新たな側面である。

このふたっの要請を満たす文化をゲルナ-は、高位文化(high culture)と
呼ぶo高位文化とは、訓練によって維持される識字能力を基礎とする文化であ

る(Gellner l983: 38)。換言すれば、書き言葉による統一された文化(Gellner

1983: 38)、読み書きのできる、教育によって維持される均質的な文化である。

このふたっの要請に加えて、第三に、問題の言語は、ゲルナ-は明示的に指
摘していないが、民族のアイデンティティを満足させるものでなくてはならぬ

と同時に、第四に近代社会の高度の技術的要請、例えば科学技術用語の要請、
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に応えるものでなくてはならない(Fishman 1989c: 299, 305)<　さらに、問題
の言語がどのようなものであれ、それは精密コードによるコミュニケーション
を可能にするものでなくてはならない。

4・ 5　書落の同質化:選択と定着

ナショナリズムに要請される言語は、民族の成員に共有される書き言葉であ

るo　しかも、それは民族のアイデンティティを満足させ、かつ近代産業社会の、
高度の技術的要請、例えば科学技術用語の要請、に応えるものでなくてはなら
ない。このような条件を満たす言語がナショナリズムの眼前に存在するであろ

うか。答えは、否である。ここに言語の同質化の課題が存在する。

ナショナリズムの直面する言語の実態が、多様性と連続性そのものであるこ

とは既に見た。そのような現実に上に、異質性と同質性という認識の覆いをか

けることができることも既に見た。ナショナリズムが規範としての言語の異質
性と同質性を成就するのも、この認識のスクリーンの上においてである。しか

し認識の次元における異質性は問題がないとしても、同質性は実態として実現
されなければならない。しかも書き言葉としてである。近代産業社会の要請す

る類のコミュニケーションの破綻は、同質性の幻想を容易に打ち砕くからであ

るo成否はともかく、ナショナリズムは、上述の制約の下で、共通の書き言葉
を実態として実現することを試みなければならないのである。それが実現され

たとき、民族の共通の言語であり国家の共通の言語であるという意味での国民
言語(national language)が成立する。

共通の言語はまた、書き言葉でなくてはならない。このことは民族ないしは

国民の識字能力の形成をも必要とする。そしてまた、その前提として文法や、

文字や、正書法の統一といった言語の標準化の作業、バクゲンの言葉を借りれ
ば規範化あるいはコード化の作業を必要とするOこの過程においても民族の異

質性を実現するための執劫な営みを見ることができるが(松尾雅嗣1999b)、
識字能力の問題も含めて、本稿では割愛する。

既に見たように言語の実態は、多様性と連続的変異である。従って、民族の

構成員、将来の国民に共有される言語は、既存の言語を利用するか、新たに造

成するかいずれかの方法によって、形成しなければならない。われわれが言語
計画に関して述べた言葉を使用すれば、選択と定着が必要となるのである。

4・ 6　共通帯と日常蕎:二層ダイグロッシア・モデル

ここで、共通の言語の選択と定着を議論する前提としてハウゲンの言語と方

言の区分に関する議論(Haugen 1972: 239)を参考にして、言語の実態と共通

語の関係を考えてみよう。このために、共通語と日常語という区分を導入する。
共通語とは、国家あるいは民族に共通の言語、これまで繰り返し述べてきた近

代産業社会の要請する共通の言語である。しばしば標準語と呼ばれるのがこれ

である。しかし、ここで標準語なる名称を避けるのは、ここで定義する意味で

の共通語でない標準化された言語や方言も存在するからである。例えば、イタ
リアのピエモント方言(PiedmonteSe)は長い書き言葉の伝統をもつ標準化さ
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れた言語であるが、イタリア全体の共通語ではない(Haugen 1972: 241)<　ま
た、インドの多くの地域言語は、標準化された書き言葉をもつが、連邦を構成
する州の共通語でもあるという事情もあるにせよ、インド国家全体の共通語で
はない。

現実には、多くのナショナリズム運動において、共通語は現実には、認識と
規範の次元にとどまる。換言すれば、同質化が必要となる。

これに対して、日常語は民族の構成員あるいは将来の国民となるべきが日常
の非公式的な場面で使用する言語である。日常語は、共通語とダイグロッシア

の関係にある。民族の構成員は日常の非公式な場面では日常語を使用し、公的
な場面では共通語を使う。この二重構造的なふたっの言語の関係がわれわれの
基本的なモデルである。

現実には、共通語と日常語の関係は、言うまでもないことながらきわめて多
様であるO一方の極には、共通語が本来的にあるいは定着の努力の結果日常語

とほぼ一致する状況もある。他方の極には共通語と日常が完全に帝離する状況

が想定できる。国民のごく一部の日常語でしかなかったマレー語を共通語とし

たインドネシアの場合この極にきわめて近かったと言えよう。しかし、大多数
の事例はこの中間に位置するO共通語は、民族の構成員の一定数の日常語であ

るかそれを基礎とするが、他の一定数の構成員にとっては、日常語ではないO
後者の場合、日常語は、遠近はべつとして、共通語の方言であるか、あるいは
異なる言語である。

これに加えて、インドの場合のように共通語と日常語の関係が多重化、多層

化することも稀ではない。例えば、北インドの場合、前述のように国家、州、
地方都市、村落といったレベルでわれわれの二層モデルが多重化されている
(Gu皿perz 1971a: 4-6) 。

4. 7　共通藩の選択

共通語は単に民族に共通であり書き言葉をもつだけでは足りない。これまで
のわれわれの議論からして、民族を他の民族と弁別できるものでなくてはなら

ない。即ち、民族の異質性と独自性を満足させるものでなくてはならない。換

言すれば、共通語は、対内的同質性のみならず、対外的異質性をも同時に満足

させることを要求される。ナショナリズムは、ここで、不可避的な緊張関係に
直面する。一方で言語的斉-性を近代が要求し、他方で民族は異質性を要求す

るからである(Fishman 1989c: 126)。ナショナリズム以前の言語は、多様性

と連続性を特徴とし、真の独自性は高度に局所化している。ナショナリズムは、

しかし、民族に共通の超地域的な独自性を確立することを求められる。現実の
真正な独自性をを強調すればするほど、地域主義と果ては分離主義の危険があ

り、民族共通の独自性を強調すればするど真の独自性は希薄になる(Fishman
1989c: 126)

このような要請を満たす言語が既に存在する幸運な場合は問題ないが、多く
の場合、ナショナリズムは複数の候補の中から共通語あるいはその候補を選択
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しなければならない。まさにハウゲンの言う「選択(selection)」の問題であ

るo書き言葉の伝統、支配的エリートの母語、多数派の母語、集団の相当数の
部分の共通語といった何らかの利点をもつ言語が存在する場合も、また幸運な

事例であろう。しかし、多くの民族の場合、無から有を生むが如き課題に直面
した。ただ、ここで注意すべきは、選択された言語形態は共通語そのものでは

なく、共通語を形成する素材となるべきものであったことである。それ故に、

上述のように、選択に続いて規範化や実体化の作業が次の課題となるのである。

いずれにせよ、最優先される基準は、フイツシマンの指摘するように民族の
異質性である。この異質性は、しかも遠い過去に潮る民族の歴史を保証するも

のであることが、一言にして言えば民族のアイデンティティを保証するもので

あることが要請される。従って、民族の真正な独自性と異質性の証として選ば

れるのは、往々にして外来の要素に汚染の最も少ない「純粋」な「辺部な寒村

の、あるいは何世紀も使用されていない」言語であった(Fishman 1989c: 302)c
ナショナリストが選んだのは、言語の名に価しない野卑な方言と噸笑される類
のもの、ほとんどの場合、それを話すのは下層階級だけであり、しかもその発

音は村と村の間で異なる(Fishman 1989: 304)類の言語であった。ハンガリ
ー語も、スロバキア語も、カタロニア語もこのようにして消滅の淵から蘇った
のである(Inglehart and Woodward 1967: 372-373) ,

言うまでもなく、このような言語はそのままでは共通語足りえない。最終目
標としての標準化された書き言葉として洗練する必要がある。ナショナリスト

は、この選ばれた話し言葉を、標準書き言葉のための基本的なモデルを形成し

抽出するために利用しただけである(Fishman 1989c: 304)<　この素材を、共

通語として、また書き言葉として加工し精練する作業、即ちコード化と実体化
のプロセスがこれに続くことになる。かくしてこの過程においても言語計画は

ナショナリズムの不可分一要素となるのである(Fishman 1989c: 294)<　選択

と、コード化と、実体化の具体的過程の細部においても言語の異質化と同質化
の様々な現われを観察できるが、本稿ではこの点は割愛する。

一般的に言って、ナショナリズムは、多様で連続的な日常語の一部を切り取
り、それを素材として共通語に練り上げた。勿論、少数の場合、民衆の日常語

ではないリンガ・フランカや旧支配者の言語が選択されることもある。いずれ

にしても、共通語を創造するというナショナリズムの力業を可能にしたのは、
既に多くの社会部分的にではあれ存在していた言語の重層的な使用形態、即ち

ダイグロッシアであった。この意味で、大多数の場合新たに誕生した共通語は、

民族の多様な日常語の上に、認識としてのみならず実態としても、重ね合わさ
れた覆いであった。

ナショナリストの偉業は、民族の言語の異質性と国家の言語の同質性を共通

語という形で統合しえたところにあるO　一般化して言えば文化の真正性

(authenticity)と国家の近代性(modernity)を結び付けたところにある
(Fishman 1989c: 305)(そして、これを可能にしたひとつの要因は、共通語
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と日常語の二層の言語使用構造、ダイグロッシアである。

次なる課題は、これを真の共通語、民族の共通の言語とすることである。わ
れわれの用語で言えば、共通語の定着という課題である。

4・ 8　共通藩の定着と同質化の追求

このような選択の結果共通の言語の基礎として選ばれた言語は、民族の構成
員あるいは国民の間で共有される必要がある。国家の枠組が既に完成されてい

た場合でさえ、この必要は存在した。フイシマンの指摘するように、ナショナ

リズムにとって敵は塀の外にいるだけではない。敵は、ある程度まで、塀の中
にまで忍び込んでいるのである(Fishman 1989c: 301-302)(一方では、言語

の順化運動のように、共通語から外来の要素一般(実際には特定の言語に由来
する外来要素)を除去し、、共通語を最も真正な源泉から豊かにするプロセス

も存在するoこれもまた、 「外部との分離と内部的統合(consolidation)」
(Fishman 1989c: 300)という目的に叶う。他方で、国内、民族内に存在する

異質な言語や方言も、同質化の目的のために、攻撃と排除の対象となる。

われわれのダイグロッシア・モデルからすれば、共通語における外来的要素
の排除や、共通語とは極度に(と思われる)異質な日常語の排除は、同質化の

~助足りうるが、本質的な部分ではない。しかし多くのナショナリズムの理念
においては、ダイグロッシア的二層モデルではなく、共通語が即ち日常語であ

るという等式が成立することが理想とされたことは疑いない。勿論、共通語の

定着即ち同質化の企ての結果が、大多数の場合、われわれのモデルの記述する
とおりであることは、未だに多くの地域言語が残るフランスや、完成便をはじ

めとして多くの方言が日常語として生き続けている日本の場合を見れば明らか
であろう。

フランスの場合、標準的な書き言葉の使用は、規範としては、ラテン語を廃
し、あらゆる公務や裁判において「フランスの母語」たるフランス語のみを用

いることを命じた1 539年のヴィレール・コトレの勅令(Ordinance of

VUlers-Cotteres)」 (Jacob 1990: 48, Neville 1987: 148)に始まっていた。パ
リのフランス語は、実態としても長い文章語の伝統を誇る。他方、多少の異論

があるにしても、フランスが1 9世紀初頭には既に国家の枠組を備えていたこ

とは否定できまい。確立した文章語の歴史と国家の枠組という恵まれた条件を
備えたフランスにしてすら、共通の書き言葉の定着の問題は深刻であった。

1 7 94年のグレゴワ-ル(Abbe Gregoire)の報告によれば、 2 500万
人のフランス国民のうち、 600万人はフランス語を知らず、同数がフランス

語を話すのに困難を感じたという(Jacob 1990: 51)<　フランス革命政府がト

国民、一言語」という目標を宣言し、この目標の障害となる地域言語を含めあ
らゆる形の個別主義(particularism)を排除することに腐心した(Jacob 1990:

50-51, Neville 1987: 148)所以である。ブルトン(Breton)、オクシタン

(Occitan)、バスク(Basque)、カタラン(Catalan)、アルザス(Alsatian)、

コルシカ(Corsican)等々国内のフランス語以外の言語を異端化し、定価し、
公権力をもって排除しなければならなかったのである(ジオルダン1987: ll-14,
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宮島1988: 168-169)。しかし、第一次世界大戦まで、ヴイレール・コトレー

の勅令を発布したフランソア一世の「フランスの母なる言葉」は、多くのフラ
ンス人にとって母なる言葉ではなかった。例えば、 1 8 6 3年の公式統計によ

れば、人口の約4分の1は非フランス語集団であった(Weber1976: 67, 70, 73,
Neville 1987: 148),共通語と日常語のダイグロッシアないしは二重構造を仮

定する場合、共通語としてのフランス語が日常語としてプルトン語など地域言

語に取って代わることまでを考える必要はない。その意味で、ここに掲げた数

字を鵜呑みにする必要は毛頭ないが、近代国民国家の教科書的典型とされるフ
ランスでさえ、共通語の定着には、ジェイコブ(JamesE. Jacob 1990: 43)の

言葉を借りれば浸透(penetration)のためには、多大の困難を乗り越えなけれ
ばならなかったことだけは否めない。それが「フランスの歴史的一体化のため
にブルトン語は消滅しなければならぬ」 (宮島1988: 176)という地域言語と

文化の抹殺(Jacob 1990: 53)の政策として顧現したことは事実であるが、こ
れはまた別個の問題である。

後発国民国家イタリアの場合、事態はさらに深刻であった。確かにダンテの
『神曲』以来の輝かしい書き言葉、後にイタリア語となるトスカナ方言

(Tuscan)の書き言葉の伝統は存在した。しかし、 1 8 6 1年のイタリア統一

に際してこのトスカナ方言を理解できたのは国民のわずか2 - 3%であったと

言われる(Resnick 1990: 24, Steinberg 1987: 198),これが近代イタリア史に
言う「言語問題(language question)」である。

5　結論

ナショナリズムが国家と民族の一致を希求する限り、言語とナショナリズム

の関係は必然的である。しかしそれは、 「言語が滅びれば民族も滅びる」とい
った類の非歴史的な普遍的命題としてではない。近代産業社会という歴史のあ

る段階においてのみ妥当する。民族が人類の歴史上常に存在すると仮定しても、

民族と言語の関係は必然的ではありえない。言語は、ある民族を他の民族と区

別する特性となりうるという機能においてのみ民族と関わりをもち、それ故に、
ナショナリズムにとってのひとつの利用可能な資源にすぎない。しかし、近代

産業社会が共通の標準化された書き言葉、あるいは高位文化を必要とすること

が、可能性を必然性に転化する。ナショナリズムは、言語という可能性を基盤

として民族という内実を国家という器に注ぎ込み、産業社会の要請する言語の

必然性を担保したのである。器が先であれ、中味が先であれ、少なくとも、そ

うあるべく努めたのである。ナショナリズムは、遠い過去から連綿と絶えるこ
とのない出自に正当性を付与するという意味での集団のアイデンティティと、

集団の近代社会における地位を保証し、生存と安全を保障するという意味での

集団の利害とを、民族あるいは国民のうちに統合しうるのである。そして、言
語こそが、この統合の鍵なのである。
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